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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】連続するフレーム期間において、クロストーク
を低減することができる液晶表示装置の駆動方法を提供
する。
【解決手段】第１のサブフレーム期間において画像信号
を画素に書き込んでおく。そして第２のサブフレーム期
間の直前において第１のサブフレーム期間で書き込んだ
画像信号に応じた光源の点灯を行い、光源の点灯に続い
て第２のサブフレーム期間の画像信号の書き込みを行う
。そして第３のサブフレーム期間の直前において第２の
サブフレーム期間で書き込んだ画像信号に応じた光源の
点灯を行い、光源の点灯に続いて第３のサブフレーム期
間の画像信号の書き込みを行う。そして次の第１のサブ
フレーム期間の直前において第３のサブフレーム期間で
書き込んだ画像信号に応じた光源の点灯を行い、光源の
点灯に続いて第１のサブフレーム期間の画像信号の書き
込みを行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域が複数の領域に分割され、分割された前記領域のそれぞれにおけるいずれか一
の走査線を同時に選択して表示を行い、
　前記表示領域は、左目用の画像を表示するための第１のフレーム期間と、右目用の画像
を表示するための第２のフレーム期間とにより表示される画像を交互に表示をし、
　前記第１のフレーム期間及び前記第２のフレーム期間のそれぞれは、分割された前記領
域に、複数の色要素のいずれか一の画像信号を書き込む書き込み期間で構成される第１乃
至第３のサブフレーム期間で構成され、当該第１乃至第３のサブフレーム期間で書き込ま
れる画像信号に応じた光源の点灯により、前記第１のフレーム期間及び前記第２のフレー
ム期間のそれぞれは前記表示領域でカラー表示を行い、
　前記第１のフレーム期間または前記第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
前記第１のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、前記第１のフレーム期間または前記
第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における前記第２のサブフレーム期間の画像信
号を書き込む直前で点灯させる前記光源に応じた画像信号であり、
　前記第１のフレーム期間または前記第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
前記第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、前記第１のフレーム期間または前記
第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における前記第３のサブフレーム期間の画像信
号を書き込む直前で点灯させる前記光源に応じた画像信号であり、
　前記第１のフレーム期間または前記第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
前記第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、前記第１のフレーム期間または前記
第２のフレーム期間のいずれか他方の期間における前記第１のサブフレーム期間の画像信
号を書き込む直前で点灯させる前記光源に応じた画像信号である、ことを特徴とする液晶
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示装置は、テレビ受像機などの大型表示装置から携帯電話などの小型表示装置に至
るまで、普及が進んでいる。今後は、より付加価値の高い製品が求められており開発が進
められている。近年では、地球環境への関心の高まり、及びモバイル機器の利便性向上の
点から、低消費電力型の表示装置の開発が注目されている。
【０００３】
低消費電力型の表示装置として、フィールドシーケンシャル方式（色順次表示方式、時間
分割表示方式、継時加法混色表示方式とも呼ばれる）で表示を行う表示装置がある。フィ
ールドシーケンシャル方式は、赤（以下Ｒと略記することもある）、緑（以下Ｇと略記す
ることもある）、青（以下Ｂと略記することもある）のバックライトの点灯を時間的に切
り替えて表示パネルに供給し、加法混色によりカラー表示を視認する。そのため、各画素
にカラーフィルタを設ける必要がなく、バックライトからの透過する光の利用効率を高め
ることができ、低消費電力化を実現できる。またフィールドシーケンシャル方式で表示を
行う表示装置は１つの画素でＲ、Ｇ、Ｂを表現することができるため、高精細化が容易で
あるといった利点がある。
【０００４】
フィールドシーケンシャル方式による駆動では、色割れ（カラーブレイクとも呼ばれる）
といった特有の表示不良の問題がある。色割れの問題は、一定期間内での画像信号の書き
込み回数を増やすことで、低減できることが知られている。
【０００５】
特許文献１では一定期間内での画像信号の書き込み回数を増やすために、フィールドシー
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ケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置において、表示領域を複数の領域に分割し
、対応するバックライトユニットも複数の領域に分割する構成について開示している。
【０００６】
また特許文献２には、フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、立体視表
示（３Ｄ表示）を行うための構成について示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－２２０６８５号公報
【特許文献２】特開２００３－２５９３９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
特許文献１の構成では、表示領域を互いに異なる色の画像信号が供給される複数の領域に
分割して、フィールドシーケンシャル方式による駆動を行っている。そして表示領域の複
数の領域に対応するバックライトユニットも複数の領域に分割し、隣接する領域で異なる
色によるバックライトユニットの発光を行っている。なお、表示領域を互いに異なる色の
画像信号が供給される複数の領域に分割し、且つ表示領域の複数の領域に対応するバック
ライトユニットの光源も複数の領域に分割してフィールドシーケンシャル方式による駆動
を行う際のバックライトユニットの駆動を、カラースキャンバックライト駆動（またはス
キャンバックライト駆動）ということにする。
【０００９】
カラースキャンバックライト駆動では赤（Ｒ）の画像信号を複数の領域に順次書き込んで
いく間に、緑（Ｇ）の画像信号及び青（Ｂ）の画像信号がＲの画像信号が書き込まれた領
域より書き込まれていくこととなる。
【００１０】
ここで本発明の一形態の課題について説明するため、カラースキャンバックライト駆動に
ついて、図１８を用いて説明する。
【００１１】
図１８（Ａ）は、画像信号の書き込み及び光源の点灯についての模式図である。なお図１
８（Ａ）に示す画像信号が書き込まれる領域Ａ１は、行方向及び列方向に複数の画素が配
置され、走査線及び信号線によって画像信号が書き込まれる領域である。図１８（Ａ）で
は、斜辺１６０１が走査方向に順に行われる走査線による画像信号の書き込みを表してお
り、平行四辺形でなる枠内に示す「Ｒ１」は画像信号が赤色の画像信号であることを表し
ている。また図１８（Ａ）では、走査方向に順に行われる走査線による画像信号の書き込
みに応じて、液晶素子の応答及び光源の点灯が行われることを表している。
【００１２】
図１８（Ｂ）には図１８（Ａ）で説明した画像信号の書き込みと光源の点灯の様子を用い
て連続するフレーム期間でのカラースキャンバックライト駆動を表したものである。なお
図１８（Ｂ）に示すＲ１乃至Ｒ６、Ｇ１乃至Ｇ６及びＢ１乃至Ｂ６は、走査方向に設けら
れた第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３に書き込まれる各色要素に応じた画像信号、及び
当該画像信号に応じた液晶素子の応答及び光源の点灯が行われることを表している。例え
ば第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌは、第１の領域Ａ１でＲ１、Ｇ１、Ｂ１の加法混色
によりカラー表示が視認され、第２の領域Ａ２の領域でＲ２、Ｇ２、Ｂ２の加法混色によ
りカラー表示が視認され、第３の領域Ａ３の領域でＲ３、Ｇ３、Ｂ３の加法混色によりカ
ラー表示が視認される。そして第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３でのカラー表示により
、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌでは一枚の画像を表示することとなる。なお第１の
右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒでも、第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３でのカラー表示に
より一枚の画像を表示することとなる。
【００１３】
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図１８（Ｂ）に示す第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３での加法混色によるカラー表示に
より、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒが、一
枚の画像を表示する上で重畳する期間Ｔｏｖを有することとなる。重畳する期間Ｔｏｖが
あることで、フレームシーケンシャル方式による立体視表示を行う場合の光学シャッター
を有する眼鏡で視認する際、左右の画像の分離が困難となってしまう。
【００１４】
また第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌと第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒとの間に黒
画像を挿入し、且つ左右の目で視認するための画像の表示を行う構成では、ちらつき（フ
リッカー）のない動画表示を行うために、画像信号の書き込み速度を速くする必要がある
。そのため画像信号を書き込むための十分な時間が確保できず、表示不良の原因となって
しまう。
【００１５】
そこで本発明の一態様は、フレームシーケンシャル方式によって左右の目で視認する画像
を切り替えて立体視表示を行う際に、クロストーク等の表示不良が低減される液晶表示装
置の駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
本発明の一態様は、カラースキャンバックライト駆動によるフレームシーケンシャル方式
によって左右の目で視認する画像を切り替えて立体視表示を行う際、クロストークを引き
起こす光源の点灯が重畳しないように光源の点灯を行うものである。具体的に本発明の一
態様では、左目用フレーム期間と右目用フレーム期間とで画像を切り替える際、左目用フ
レーム期間における第３のサブフレーム期間において、右目用フレーム期間における第１
のサブフレーム期間で光源の点灯を行うための画像信号を画素に書き込んでおく。そして
右目用フレーム期間での第１のサブフレーム期間の直前において左目用フレーム期間にお
ける第３のサブフレーム期間で書き込んだ画像信号に応じた光源の点灯を行い、光源の点
灯に続いて右目用フレーム期間における第１のサブフレーム期間の画像信号の書き込みを
行う。そして右目用フレーム期間における第２のサブフレーム期間で書き込んだ画像信号
による光源の点灯と右目用フレーム期間における第３のサブフレーム期間で書き込んだ画
像信号による光源の点灯とが切り替わるタイミングで表示を行い、フレームシーケンシャ
ル方式による左右の画像の切替を眼鏡を用いて行うものである。
【００１７】
本発明の一態様は、表示領域が複数の領域に分割され、分割された領域のそれぞれにおけ
るいずれか一の走査線を同時に選択して表示を行い、表示領域は、左目用の画像を表示す
るための第１のフレーム期間と、右目用の画像を表示するための第２のフレーム期間とに
より表示される画像を交互に表示をし、第１のフレーム期間及び第２のフレーム期間のそ
れぞれは、分割された領域に、複数の色要素のいずれか一の画像信号を書き込む書き込み
期間で構成される第１乃至第３のサブフレーム期間で構成され、当該第１乃至第３のサブ
フレーム期間で書き込まれる画像信号に応じた光源の点灯により、第１のフレーム期間及
び第２のフレーム期間のそれぞれは表示領域でカラー表示を行い、第１のフレーム期間ま
たは第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における第１のサブフレーム期間で書き込
む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間にお
ける第２のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信
号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレー
ム期間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前
で点灯させる光源に応じた画像信号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期
間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１の
フレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか他方の期間における第１のサブフレー
ム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信号である液晶表示装置
の駆動方法である。
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【００１８】
本発明の一態様は、表示領域が複数の領域に分割され、分割された領域のそれぞれにおけ
るいずれか一の走査線を同時に選択して表示を行い、表示領域は、左目用の画像を表示す
るための第１のフレーム期間と、右目用の画像を表示するための第２のフレーム期間とに
より表示される画像を交互に表示をし、第１のフレーム期間及び第２のフレーム期間のそ
れぞれは、分割された領域に、複数の色要素のいずれか一の画像信号を書き込む書き込み
期間で構成される第１乃至第３のサブフレーム期間で構成され、当該第１乃至第３のサブ
フレーム期間で書き込まれる画像信号に応じた光源の点灯により、第１のフレーム期間及
び第２のフレーム期間のそれぞれは表示領域でカラー表示を行い、第１のフレーム期間ま
たは第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における第１のサブフレーム期間で書き込
む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間にお
ける第２のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信
号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレー
ム期間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前
で点灯させる光源に応じた画像信号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期
間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１の
フレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか他方の期間における第１のサブフレー
ム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信号であり、左目用の画
像と右目用の画像とを交互に視認するための眼鏡において、視認の切り替えは、第１のフ
レーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム
期間で書き込んだ画像信号に応じた光源の点灯と、第１のフレーム期間または第２のフレ
ーム期間のいずれか他方の期間における第１のサブフレーム期間で書き込んだ画像信号に
応じた光源の点灯と、が切り替わるタイミングで行われる液晶表示装置の駆動方法である
。
【００１９】
本発明の一態様は、表示領域が複数の領域に分割され、分割された領域のそれぞれにおけ
るいずれか一の走査線を同時に選択して表示を行い、表示領域は、左目用の画像を表示す
るための第１のフレーム期間と、右目用の画像を表示するための第２のフレーム期間とに
より表示される画像を交互に表示をし、第１のフレーム期間及び第２のフレーム期間のそ
れぞれは、分割された領域に、複数の色要素のいずれか一の画像信号を書き込む書き込み
期間で構成される第１乃至第３のサブフレーム期間で構成され、当該第１乃至第３のサブ
フレーム期間で書き込まれる画像信号に応じた光源の点灯により、第１のフレーム期間及
び第２のフレーム期間のそれぞれは表示領域でカラー表示を行い、第１のフレーム期間ま
たは第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における第１のサブフレーム期間で書き込
む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間にお
ける第２のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信
号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレー
ム期間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前
で点灯させる光源に応じた画像信号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期
間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１の
フレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか他方の期間における第１のサブフレー
ム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信号であり、第１乃至第
３のサブフレーム期間に書き込まれる画像信号に応じて光源の点灯を行う期間は、画像信
号の書き込みに要する期間より短い液晶表示装置の駆動方法である。
【００２０】
本発明の一態様は、表示領域が複数の領域に分割され、分割された領域のそれぞれにおけ
るいずれか一の走査線を同時に選択して表示を行い、表示領域は、左目用の画像を表示す
るための第１のフレーム期間と、右目用の画像を表示するための第２のフレーム期間とに
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より表示される画像を交互に表示をし、第１のフレーム期間及び第２のフレーム期間のそ
れぞれは、分割された領域に、複数の色要素のいずれか一の画像信号を書き込む書き込み
期間で構成される第１乃至第３のサブフレーム期間で構成され、当該第１乃至第３のサブ
フレーム期間で書き込まれる画像信号に応じた光源の点灯により、第１のフレーム期間及
び第２のフレーム期間のそれぞれは表示領域でカラー表示を行い、第１のフレーム期間ま
たは第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における第１のサブフレーム期間で書き込
む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間にお
ける第２のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信
号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における
第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１のフレーム期間または第２のフレー
ム期間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前
で点灯させる光源に応じた画像信号であり、第１のフレーム期間または第２のフレーム期
間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、第１の
フレーム期間または第２のフレーム期間のいずれか他方の期間における第１のサブフレー
ム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる光源に応じた画像信号であり、左目用の画
像と右目用の画像とを交互に視認するための眼鏡において、視認の切り替えは、第１のフ
レーム期間または第２のフレーム期間のいずれか一方の期間における第３のサブフレーム
期間で書き込んだ画像信号に応じた光源の点灯と、第１のフレーム期間または第２のフレ
ーム期間のいずれか他方の期間における第１のサブフレームで書き込んだ画像信号に応じ
た光源の点灯と、が切り替わるタイミングで行われ、第１乃至第３のサブフレーム期間に
書き込まれる画像信号に応じて光源の点灯を行う期間は、画像信号の書き込みに要する期
間より短い液晶表示装置の駆動方法である。
【００２１】
本発明の一態様において、液晶素子は、ブルー相を示す液晶材料である液晶表示装置の駆
動方法でもよい。
【００２２】
本発明の一態様において、光源は、赤色、緑色及び青色の光源である液晶表示装置の駆動
方法でもよい。
【発明の効果】
【００２３】
本発明の一態様により、フレームシーケンシャル方式によって左右の目で視認する画像が
切り替えて立体視表示を行う際に、左右の画像の切り替えを光源の点灯が切り替わるタイ
ミングで行うことができる。そのため、左右の画像を切り替える際に光源が点灯すること
により生じるクロストーク等の表示不良を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施の形態１の構成を説明するための図。
【図２】実施の形態１の構成を説明するための図。
【図３】実施の形態１の構成を説明するための図。
【図４】実施の形態２の構成を説明するための図。
【図５】実施の形態３の構成を説明するための図。
【図６】実施の形態３の構成を説明するための図。
【図７】実施の形態３の構成を説明するための図。
【図８】実施の形態３の構成を説明するための図。
【図９】実施の形態３の構成を説明するための図。
【図１０】実施の形態４の構成を説明するための図。
【図１１】実施の形態５の構成を説明するための図。
【図１２】実施の形態５の構成を説明するための図。
【図１３】実施の形態６の構成を説明するための図。
【図１４】実施の形態６の構成を説明するための図。
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【図１５】実施の形態６の構成を説明するための図。
【図１６】実施の形態６の構成を説明するための図。
【図１７】実施の形態７の構成を説明するための図。
【図１８】課題を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。但し、本発明は多くの
異なる態様で実施することが可能であり、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することな
くその形態及び詳細を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解される。従って
実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、以下に説明する発明の
構成において、同じ物を指し示す符号は異なる図面間において共通とする。
【００２６】
なお、各実施の形態の図面等において示す各構成の大きさ、層の厚さ、信号波形は、明瞭
化のために誇張されて表記している場合がある。よって、必ずしもそのスケールに限定さ
れない。
【００２７】
なお本明細書にて用いる第１、第２、第３、乃至第ｎ（ｎは自然数）という用語は、構成
要素の混同を避けるために付したものであり、数的に限定するものではないことを付記す
る。
【００２８】
（実施の形態１）
本実施の形態では、本発明の一形態における液晶表示装置の駆動方法について説明する。
【００２９】
図１（Ａ）は、画像信号の書き込み、当該画像信号に応じた液晶素子の応答、及び当該画
像信号が書き込まれた領域に対応する光源の点灯について説明するための模式図である。
図１（Ａ）では、複数の走査線（ゲート線ともいう）が設けられる方向（走査方向）に順
に走査線に選択信号を供給することで信号線（データ線ともいう）の画像信号を画素に書
き込む期間を、矢印（斜線）を付したブロック２０１で表している。また図１（Ａ）では
、各画素の画素電極に供給される画像信号により液晶素子を構成する液晶材料の配向に要
する期間を、塗りつぶしのないブロック２０２で表している。また図１（Ａ）では、液晶
素子を透過させる光を射出するための光源の点灯を行う期間を、平行斜線（ハッチング）
を施したブロック２０３Ａ乃至２０３Ｃで表している。図１（Ａ）では時間の経過ととも
に、１乃至ｔ行目（ｔは自然数）の走査線への画像信号の書き込みと、当該画像信号に応
じた液晶素子の応答と、光源の点灯とが順に行われる様子を表している。
【００３０】
なお本実施の形態では、走査線に選択信号、例えばハイレベルの電位を供給して走査線に
接続された画素内のトランジスタを導通状態とし、信号線の画像信号を画素内の画素電極
に供給することを、画像信号を書き込むという。
【００３１】
なお、液晶素子は、液晶材料を配向させることで光の透過又は非透過を制御する素子であ
り、一対の電極及び液晶材料により構成される。なお、液晶材料の配向は、液晶にかかる
電界（横方向の電界、縦方向の電界又は斜め方向の電界を含む）によって液晶材料の分子
配列を所定の向きに回転し、制御される。
【００３２】
なお、液晶材料は、配向膜を用いないブルー相を示す液晶材料を用いることが好適である
。ブルー相は液晶相の１つであり、コレステリック液晶を昇温していくと、コレステリッ
ク相から等方相へ転移する直前に発現する相である。ブルー相は、狭い温度範囲でしか発
現しないため、温度範囲を改善するために、カイラル剤を混合させた液晶材料を用いる。
ブルー相を示す液晶材料とカイラル剤とを含む液晶組成物は、応答速度が１０μｓ～１０
０μｓと短く、光学的に等方性であるため配向処理が不要であり、視野角依存性が小さい
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。また配向膜を設けなくてもよいのでラビング処理も不要となるため、ラビング処理によ
って引き起こされる静電破壊を防止することができ、作製工程中の液晶表示装置の不良や
破損を軽減することができる。
【００３３】
なお光源の点灯を表すハッチングを施したブロック２０３Ａ乃至２０３Ｃでは、加法混色
によりカラー表示を行うための色要素による光源の点灯が行われる。本実施の形態では、
ブロック２０３Ａ乃至２０３Ｃに対応する光源の色要素をＲ（赤：ブロック２０３Ａ）Ｇ
（緑：ブロック２０３Ｂ）Ｂ（青：ブロック２０３Ｃ）の３色として説明する。なお図面
においてＲＧＢの光源の点灯は、異なるハッチングを用いて示している。光源の組み合わ
せとしてＲＧＢ以外に、他の種類の色を組み合わせてもよい。例えばＲＧＢの３色に加え
、黄色、マゼンタ色、またはシアン色の発光ダイオード等を用いてもよい。またＲＧＢの
３色に加え、白色の発光ダイオードを組み合わせることも可能である。
【００３４】
図１（Ｂ）は、フレームシーケンシャル方式によって左右の目で視認する画像が切り替え
て立体視表示を行う際に、クロストーク等の表示不良が低減される本実施の形態の表示装
置の駆動方法を表すものである。図１（Ｂ）では、画像信号の書き込み、当該画像信号に
応じた液晶素子の応答、及び当該画像信号が書き込まれた領域に対応する光源の点灯の様
子を用いて連続するフレーム間の動作を図１（Ａ）で説明した模式図を用いて表している
。
【００３５】
図１（Ｂ）では走査方向に設けられた複数のブロック毎に画像信号の書き込み、当該画像
信号に応じた液晶素子の応答、及び当該画像信号が書き込まれた領域に対応する光源の点
灯の様子を表している。図１（Ｂ）で走査方向に分割される複数のブロックは、大きくは
第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３に大別される。そして第１の領域Ａ１乃至第３の領域
Ａ３の各領域は、それぞれ走査方向で複数のブロックを有し、動作を説明することができ
る。
【００３６】
なお以下の説明においては、第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３の各領域における複数の
ブロックについて説明するため、図２（Ａ）に示すように第１の領域Ａ１乃至第３の領域
Ａ３の各領域の行に１乃至７の番号を付して説明することとする。従って図１（Ｂ）に示
す第１の領域Ａ１は、１行目乃至７行目にわたる複数のブロックを有するものとなる。同
様に図１（Ｂ）に示す第２の領域Ａ２は、１行目乃至７行目にわたる複数のブロックを有
するものとなる。また同様に図１（Ｂ）に示す第３の領域Ａ３は、１行目乃至７行目にわ
たる複数のブロックを有するものとなる。なお第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３でのブ
ロック数は、一例であるがブロック数が多いほど、書き込み期間を短くすることができる
ため好適である。
【００３７】
図１（Ｂ）で示す第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３の各領域における複数のブロックの
具体的な構成について図２（Ｂ）に示す。各ブロックは、走査線及び信号線に接続された
複数の画素に重畳して、ＲＧＢの一組の光源を１つのブロックに対応させたものである。
１つのブロック２１１が有する複数の画素２１２としては、表示領域の設けられる画素が
Ｍ行Ｎ列とすると（Ｍ、Ｎは３以上の自然数）、例えば図２（Ｂ）に示すようにＴ行Ｎ列
（ＴはＭを７×３＝２１で分割した数）の画素として表すことができる。１つのブロック
２１１が有する複数の画素に重畳するＲＧＢの一組の光源２１３としては、例えばＲの発
光ダイオード２１４（ＬＥＤ）、Ｇの発光ダイオード２１５、Ｂの発光ダイオード２１６
による一組の光源を用いればよい。光源２１３は複数の色要素の光源を設けることで、ブ
ロック毎に異なる色の光を点灯させることができる。
【００３８】
また図１（Ｂ）では、左目で視認する画像を表示する期間として第１の左目用フレーム期
間Ｆ＿１Ｌ、右目で視認する画像を表示する期間として第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１
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Ｒを示している。左目で視認するための画像信号を書き込む期間として第１の左目用フレ
ーム期間Ｆ＿１Ｌは、第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１、第２のサブフレーム期間ＳＦ＿
２及び第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３を有する。同様に右目で視認するための画像信号
を書き込む期間として第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒは、第１のサブフレーム期間Ｓ
Ｆ＿１、第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２及び第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３を有する
。なお本実施の形態では、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム
期間Ｆ＿１Ｒに着目して説明をするが、以降交互に設けられる左目用フレーム期間及び右
目用フレーム期間においても同様の動作を繰り返すことでフレームシーケンシャル方式に
よる立体視を行うことができる。
【００３９】
なお第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける
第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１では、第１の領域Ａ１にＲに関する画像信号を書き込む
期間（図１（Ｂ）中、矢印を付したブロック２０１）である。同様に第１の左目用フレー
ム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける第１のサブフレーム期間
ＳＦ＿１では、第２の領域Ａ２にＢに関する画像信号を書き込む期間である。同様に第１
の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける第１のサ
ブフレーム期間ＳＦ＿１では、第３の領域Ａ３にＧに関する画像信号を書き込む期間であ
る。なお、加法混色によりカラー表示を行うための色要素を、ＲＧＢの他の色を加えた４
色以上の色として表示を行う場合、前述の第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１乃至第３のサ
ブフレーム期間ＳＦ＿３の期間を増やして動作を行えばよい。
【００４０】
また第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける
第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２では、第１の領域Ａ１にＧに関する画像信号を書き込む
期間（図１（Ｂ）中、矢印を付したブロック２０１）である。同様に第１の左目用フレー
ム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける第２のサブフレーム期間
ＳＦ＿２では、第２の領域Ａ２にＲに関する画像信号を書き込む期間である。同様に第１
の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける第２のサ
ブフレーム期間ＳＦ＿２では、第３の領域Ａ３にＢに関する画像信号を書き込む期間であ
る。
【００４１】
また第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける
第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３では、第１の領域Ａ１にＢに関する画像信号を書き込む
期間（図１（Ｂ）中、矢印を付したブロック２０１）である。同様に第１の左目用フレー
ム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける第３のサブフレーム期間
ＳＦ＿３では、第２の領域Ａ２にＧに関する画像信号を書き込む期間である。同様に第１
の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒにおける第３のサ
ブフレーム期間ＳＦ＿３では、第３の領域Ａ３にＲに関する画像信号を書き込む期間であ
る。
【００４２】
以上図１（Ｂ）に示すように、第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１、第２のサブフレーム期
間ＳＦ＿２及び第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３のそれぞれで、第１の領域Ａ１乃至第３
の領域Ａ３への前述のブロック毎に順次書き込まれる画像信号の書き込みを並行して行う
こととなる。従って表示領域の走査線を制御する走査線駆動回路は、第１の領域Ａ１乃至
第３の領域Ａ３の各領域でいずれか一の走査線を同時に選択して、複数の信号線による画
像信号の供給または信号線の画像信号のタイミングを異ならせて行う画像信号の供給によ
り、各画素に選択的に画像信号を供給する構成とするものである。
【００４３】
図１（Ｂ）では、第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１、第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２及
び第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３での画像信号の書き込みに続いて液晶素子を構成する
液晶材料の配向に要する期間（図１（Ｂ）中、塗りつぶしのないブロック２０２）を示し
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ている。図１（Ｂ）に示す液晶素子を構成する液晶材料の配向に要する期間は、第１の領
域Ａ１乃至第３の領域Ａ３でのブロック毎に順次行われ、書き込みが終了したブロックよ
り順次、液晶素子を構成する液晶材料の配向がなされることとなる。なお液晶材材料の配
向に要する期間は、長い期間取ることが望ましく、十分な期間を確保することで所定の液
晶材料の配向で光源の点灯を行うことができ、表示品位の良好な液晶表示装置とすること
ができる。
【００４４】
図１（Ｂ）では、前述の液晶素子を構成する液晶材料の配向に要する期間に続いて光源の
点灯期間（平行斜線を施したブロック２０３Ａ乃至２０３Ｃ）を示している。図１（Ｂ）
に示す光源の点灯期間は、第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３での画像信号の書き込み後
、液晶素子を構成する液晶材料の配向に要する期間を経たブロック毎に順次行われ、書き
込まれた画像信号に応じた色要素の光源の点灯がなされることとなる。
【００４５】
なお図１（Ｂ）で各ブロックでの光源の点灯期間は各ブロックでの画像信号の書き込みに
要する期間と同じ期間となるように示している。各ブロックでの光源の点灯期間は各ブロ
ックでの画像信号の書き込みに要する期間より短い期間であることが好ましい。なお光源
の点灯期間を短くするとは、信号の遅延または液晶材料の応答の遅延による期間のずれを
加味した上で短い期間とするものである。光源の点灯期間を各ブロックでの画像信号の書
き込みに要する期間より短くすることで、左右の画像を切り替える際の光源の点灯期間の
重なりをなくすことができる。
【００４６】
図１（Ｂ）では、第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３で光源の点灯が順次行われるのに続
いて、次のサブフレーム期間での画像信号の書き込みが行われることとなる。そして第１
のサブフレーム期間ＳＦ＿１、第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２及び第３のサブフレーム
期間ＳＦ＿３での画像信号の書き込みに応じた光源の点灯がなされる。
【００４７】
なお、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌにおける第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１の直
前となる時点Ｔｇ０を始点として、第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１の時点Ｔｇ１を終点
とする期間に、第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３で行われる光源の点灯のための画像信
号を書き込む期間として、図１（Ｂ）ではＦ＿０を示している。Ｆ＿０は左目で視認する
画像を構成するための画像信号を書き込むために設ける期間とし、具体的には電源投入時
等の表示を開始する際に前のフレーム期間のサブフレーム期間で画像信号が書き込まれて
いない場合に設けることが好ましい。
【００４８】
なお第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１の直前の期間とは、第１のサブフレーム期間ＳＦ＿
１の前の期間において行われる動作、ここでは光源の点灯に続いて第１のサブフレーム期
間ＳＦ＿１の画像信号の書き込みが行われる様子を説明するものである。すなわち、光源
の点灯と、画像信号の書き込みの間に、光源を非点灯とする期間や黒表示とする画像信号
を書き込む期間を有するものではない。なお、光源の点灯期間と第１のサブフレーム期間
ＳＦ＿１における画像信号の書き込み期間とが一部重畳する構成であってもよい。なお、
第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１に限らず、第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２及び第３の
サブフレーム期間ＳＦ＿３であっても同様の説明を行うことができる。
【００４９】
以上、第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３での画像信号の書き込み、液晶素子を構成する
液晶材料の配向及び光源の点灯について説明したが、以下では、本実施の形態による構成
による特徴について説明する。
【００５０】
図１（Ｂ）に示す本実施の形態による構成は、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌに着目
すると、第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２の直前となる時点Ｔｇ１を始点として、第２の
サブフレーム期間ＳＦ＿２の時点Ｔｇ２を終点とする期間に第１の領域Ａ１乃至第３の領
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域Ａ３で行われる光源の点灯は、時点Ｔｓ１を始点とした第１のサブフレーム期間ＳＦ＿
１で書き込まれた画像信号によるものである。同様に図１（Ｂ）に示す本実施の形態によ
る構成は、第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３の直前となる時点Ｔｇ２を始点として第３の
サブフレーム期間ＳＦ＿３の時点Ｔｇ３を終点とする期間に第１の領域Ａ１乃至第３の領
域Ａ３で行われる光源の点灯は、時点Ｔｓ２を始点とした第２のサブフレーム期間ＳＦ＿
２で書き込まれた画像信号によるものである。同様に図１（Ｂ）に示す本実施の形態によ
る構成は、第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１の直前となる時点Ｔｇ０を始点として第１の
サブフレーム期間ＳＦ＿１の時点Ｔｇ１を終点とする期間に第１の領域Ａ１乃至第３の領
域Ａ３で行われる光源の点灯は、上述のＦ＿０で書き込まれた画像信号によるものである
。第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒについても、同様に画像信号の書き込みと当該画像
信号に応じた光源の点灯が時間的に離間して行われることとなる。
【００５１】
ここで光源の各色の点灯を切り替えて加法混色法を行うことで得られる画像を、フレーム
シーケンシャル方式での左右の画像として切り替えて視認するための、眼鏡について説明
する。前述の光源の点灯により行う加法混色を視認するための眼鏡では、左目での視認を
制御する部分（以下左目用シャッターという）、右目での視認を制御する部分（以下右目
用シャッターという）を有するものである。なお眼鏡での左右の視認の制御は、液晶材料
等で形成される光学シャッターの開閉により制御することができる。光源での切り替えの
タイミングに応じた光学シャッターの開閉を行うことができる。
【００５２】
本実施の形態の構成において、立体視をフレームシーケンシャル方式によって視認するた
めの眼鏡での光学シャッターの開閉による視認は、前述の左目用第１のフレーム期間Ｆ＿
１Ｌ及び右目用第１のフレーム期間Ｆ＿１Ｒのタイミングとは、異なるタイミングとなる
。具体的に左目用シャッターと右目用シャッターとの開閉のタイミングは、第１の左目用
フレーム期間Ｆ＿１Ｌに着目すると、図１（Ｂ）に示すように時点Ｔｇ０より時点Ｔｇ３
までの光源の点灯を視認するよう光学シャッターの開閉を制御する構成とするものである
。そして以降は、左目用と右目用の光学シャッターの開閉を交互に繰り返す構成とするも
のである。
【００５３】
すなわち、左目用と右目用の光学シャッターの開閉のタイミングとなる左右の画像の切り
替えのタイミングを、光源の点灯のタイミングに合わせて行うことができる。光源の点灯
は数μ秒以下と高速に行うことが可能であり、結果として、本実施の形態の構成とするこ
とで左右の画像の切り替えを高速に行うことが可能となる。
【００５４】
以上の説明による液晶表示装置の駆動方法により、連続する各フレーム期間において各画
素に書き込まれる画像信号及び当該画像信号に応じた光源の点灯を、前後のフレーム期間
と重畳しないように並び替えて画像信号の書き込み及び当該画像信号に応じた光源の点灯
を行うことができる。従って本実施の形態の表示装置の駆動方法により、第１の左目用フ
レーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒが、重畳する期間をなくすこ
とができる。重畳する期間をなくすことで、連続するフレーム間でのクロストークを低減
することができる。
【００５５】
なお図１（Ｂ）で説明した左目用と右目用の光学シャッターの開閉は、光源の点灯におけ
るＲＧＢの組み合わせが連続する期間において行われればよいので、ＲＧＢの光源の点灯
が連続する範囲で左目用と右目用の光学シャッターの開閉する期間を移動させることがで
きる。具体的には図３に示すように、構成とすればよい。
【００５６】
図３に示す構成では、図１（Ｂ）と同様にして、画像信号の書き込み、当該画像信号に応
じた液晶素子の応答、及び当該画像信号が書き込まれた領域に対応する光源の点灯の様子
を用いて連続するフレーム間の動作を模式図で表している。
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【００５７】
図１（Ｂ）と異なる点は、図１（Ｂ）で示したＦ＿０を略し、左目用シャッターと右目用
シャッターとの開閉のタイミングを図３に示すように時点Ｔｇ１より次の時点Ｔｇ１まで
の光源の点灯を視認するよう光学シャッターの開閉を制御する構成とするものである。そ
して以降は、左目用シャッターと右目用シャッターとのシャッターの開閉を交互に繰り返
す構成とするものである。
【００５８】
図３に示す構成は、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌに着目すると、第２のサブフレー
ム期間ＳＦ＿２の直前となる時点Ｔｇ１を始点として第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２の
時点Ｔｇ２を終点とする期間に第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３で行われる光源の点灯
は、時点Ｔｓ１を始点とした第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１で書き込まれた画像信号と
するものである。同様に図３に示す本実施の形態による構成は、第３のサブフレーム期間
ＳＦ＿３の直前となる時点Ｔｇ２を始点として第３のサブフレーム期間ＳＦ＿３の時点Ｔ
ｇ３を終点とする期間に第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３で行われる光源の点灯は、時
点Ｔｓ２を始点とした第２のサブフレーム期間ＳＦ＿２で書き込まれた画像信号とするも
のである。同様に図３に示す本実施の形態による構成は、第１の右目用フレーム期間Ｆ＿
１Ｒの第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１の直前となる時点Ｔｇ３を始点として第１の右目
用フレーム期間Ｆ＿１Ｒの第１のサブフレーム期間ＳＦ＿１の時点Ｔｇ１を終点とする期
間に第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３で行われる光源の点灯は、上述のＦ＿０で書き込
まれた画像信号とするものである。第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒについても、同様
に画像信号の書き込みと当該画像信号に応じた光源の点灯が時間的に離間して行われるこ
ととなる。
【００５９】
図３の構成において、立体視をフレームシーケンシャル方式によって視認するための眼鏡
での左右の視認は、前述の左目用第１のフレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び右目用第１のフレーム
期間Ｆ＿１Ｒとは、異なる期間となる。具体的に左目用シャッターと右目用シャッターと
の開閉のタイミングは、第１の左目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌに着目すると、図３に示すよ
うに時点Ｔｇ１より次の時点Ｔｇ１までの光源の点灯を視認するようシャッターの開閉を
制御する構成とするものである。そして以降は、左目用と右目用の光学シャッターの開閉
を交互に繰り返す構成とするものである。
【００６０】
すなわち、左目用と右目用の光学シャッターの開閉のタイミングとなる左右の画像の切り
替えのタイミングを、光源の点灯のタイミングに合わせて行うことができる。光源の点灯
は数μ秒以下と高速に行うことが可能であり、結果として、本実施の形態の構成とするこ
とで左右の画像の切り替えを高速に行うことが可能となる。
【００６１】
以上の液晶表示装置の駆動方法により、連続する各フレーム期間において各画素に書き込
まれる画像信号及び当該画像信号に応じた光源の点灯を、前後のフレーム期間と重畳しな
いように行うことができる。従って本実施の形態の表示装置の駆動方法により、第１の左
目用フレーム期間Ｆ＿１Ｌ及び第１の右目用フレーム期間Ｆ＿１Ｒが、重畳する期間をな
くすことができる。重畳する期間をなくすことで、連続するフレーム間でのクロストーク
を低減することができる。
【００６２】
なお本実施の形態の説明は、第１のフレーム期間Ｆ＿１または第２のフレーム期間Ｆ＿２
における第１の領域Ａ１乃至第３の領域Ａ３での、ＲＧＢの画像信号の書き込み、及びＲ
ＧＢの光源の点灯の順序について一例を示したものであるが、ＲＧＢの順番については特
に限定されない。すなわち、本実施の形態の構成では、１フレーム期間においてＲＧＢの
画像信号の書き込みに基づいた光源の点灯がなされる構成であればよい。
【００６３】
以上、本実施の形態の構成では、フィールドシーケンシャル方式の駆動によって異なる色
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の光源を順次点灯することでカラー表示を行う表示装置について説明をしたが、画像信号
の書き込みと当該書き込みに応じた表示期間を具備する表示装置であれば他の構成にも適
用可能である。例えば、カラーフィルタ及び白色光源を有する表示装置においても同様の
構成を採用することができる。この場合、本実施の形態における１つの領域のＲＧＢのい
ずれかの画像信号の書き込みを行う構成を、１画面での画像信号を書き込む構成に対応さ
せることで実現することが可能である。
【００６４】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【００６５】
（実施の形態２）
本実施の形態では、上記実施の形態１で述べた表示装置の駆動方法を用いて立体視表示を
視認するための構成について説明する。
【００６６】
図４に示すように、上記実施の形態１で述べた表示装置の駆動方法を行う表示装置の表示
部２４１を、左目シャッター２４２Ａと右目シャッター２４２Ｂとを有する眼鏡２４３を
用いることで、左目２４４Ａと右目２４４Ｂとで別の画像を視認させることができる。
【００６７】
すなわち図４に図示するように、左目用フレーム期間では、左目シャッター２４２Ａによ
って左目に入射される表示領域からの光を透過とし、右目シャッター２４２Ｂによって右
目２４４Ｂに入射される表示領域からの光を非透過とする。また右目用フレーム期間では
、左目シャッター２４２Ａによって左目に入射される表示領域からの光を非透過とし、右
目シャッター２４２Ｂによって右目２４４Ｂに入射される表示領域からの光を透過とする
。そしてフレームシーケンシャル方式による両眼視差により立体を認識させるものである
。
【００６８】
以上説明した本実施の形態の構成を上記実施の形態１の構成と組み合わせることにより、
左右の画像を切り替えて立体視表示を行う際のサブフレーム期間において、左右の画像を
表示するサブフレーム期間の間でのクロストークを低減することができる。
【００６９】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【００７０】
（実施の形態３）
本実施の形態では、実施の形態１で説明した液晶表示装置の駆動方法を行う具体的な構成
例について、図５乃至図９を参照して説明する。なお液晶表示装置における表示素子とし
ては液晶素子を挙げて説明するが、表示素子は光の透過または非透過を制御する素子であ
ればよく、液晶素子の他にも例えばＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａ
ｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ））素子を用いてもよい。
【００７１】
＜液晶表示装置の構成例＞
図５（Ａ）は、液晶表示装置の構成例を示す図である。図５（Ａ）に示す液晶表示装置は
、画素部１０と、走査線駆動回路１１と、信号線駆動回路１２と、ｍ本の走査線１３と、
ｎ本の信号線１４と、を有する。さらに、画素部１０は、３つの領域（領域１０１～領域
１０３）に分割され、領域毎にマトリクス状に配設された複数の画素を有する。なお、各
走査線１３は、画素部１０においてｍ行ｎ列に配設された複数の画素のうち、いずれかの
行に配設されたｎ個の画素に接続される。また、各信号線１４は、ｍ行ｎ列に配設された
複数の画素のうち、いずれかの列に配設されたｍ個の画素に接続される。
【００７２】
図５（Ｂ）は、図５（Ａ）に示す液晶表示装置が有する画素１５の回路図の一例を示す図
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である。図５（Ｂ）に示す画素１５は、ゲートが走査線１３に接続され、ソース及びドレ
インの一方が信号線１４に接続されたトランジスタ１６と、一方の電極がトランジスタ１
６のソース及びドレインの他方に接続され、他方の電極が容量電位を供給する配線（容量
配線ともいう）に接続された容量素子１７と、一方の電極（画素電極ともいう）がトラン
ジスタ１６のソース及びドレインの他方及び容量素子１７の一方の電極に接続され、他方
の電極（対向電極ともいう）が対向電位を供給する配線に接続された液晶素子１８と、を
有する。なお、トランジスタ１６は、ｎチャネル型のトランジスタであるとする。また、
容量電位と対向電位を同一の電位とすることが可能である。
【００７３】
＜走査線駆動回路１１の構成例＞
図６（Ａ）は、図５（Ａ）に示す液晶表示装置が有する走査線駆動回路１１の構成例を示
す図である。図６（Ａ）に示す走査線駆動回路１１は、第１の走査線駆動回路用クロック
信号（ＧＣＫ１）を供給する配線乃至第４の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ４）
を供給する配線と、第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）を供給する配線乃至第６のパル
ス幅制御信号（ＰＷＣ６）を供給する配線と、１行目に配設された走査線１３に接続され
た第１のパルス出力回路２０＿１、乃至、ｍ行目に配設された走査線１３に接続された第
ｍのパルス出力回路２０＿ｍと、を有する。なお、ここでは、第１のパルス出力回路２０
＿１～第ｋのパルス出力回路２０＿ｋ（ｋは、ｍ／２未満の４の倍数）が、領域１０１に
配設された走査線１３に接続され、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿（ｋ＋１）～第
２ｋのパルス出力回路２０＿２ｋが、領域１０２に配設された走査線１３に接続され、第
（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿（２ｋ＋１）～第ｍのパルス出力回路２０＿ｍが領
域１０３に配設された走査線１３に接続されることとする。また、第１のパルス出力回路
２０＿１乃至第ｍのパルス出力回路２０＿ｍは、第１のパルス出力回路２０＿１に入力さ
れる走査線駆動回路用スタートパルス（ＧＳＰ）をきっかけとしてシフト期間毎にシフト
パルスを順次シフトする機能を有する。さらに、第１のパルス出力回路２０＿１乃至第ｍ
のパルス出力回路において複数のシフトパルスのシフトを並行して行うことが可能である
。すなわち、第１のパルス出力回路２０＿１乃至第ｍのパルス出力回路２０＿ｍにおいて
シフトパルスのシフトが行われている期間内であっても、第１のパルス出力回路２０＿１
に走査線駆動回路用スタートパルス（ＧＳＰ）を入力することが可能である。
【００７４】
図６（Ｂ）は、上記信号の具体的な波形の一例を示す図である。図６（Ｂ）に示す第１の
走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ１）は、周期的にハイレベルの電位（高電源電位
（Ｖｄｄ））とロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））を繰り返す、デューティー比
が１／４の信号である。また、第２の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ２）は、第
１の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ１）から１／４周期分位相がずれた信号であ
り、第３の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ３）は、第１の走査線駆動回路用クロ
ック信号（ＧＣＫ１）から１／２周期位相がずれた信号であり、第４の走査線駆動回路用
クロック信号（ＧＣＫ４）は、第１の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ１）から３
／４周期位相がずれた信号である。第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）は、周期的にハ
イレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））とロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））
を繰り返す、デューティー比が１／３の信号である。また、第２のパルス幅制御信号（Ｐ
ＷＣ２）は、第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）から１／６周期位相がずれた信号であ
り、第３のパルス幅制御信号（ＰＷＣ３）は、第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）から
１／３周期位相がずれた信号であり、第４のパルス幅制御信号（ＰＷＣ４）は、第１のパ
ルス幅制御信号（ＰＷＣ１）から１／２周期位相がずれた信号であり、第５のパルス幅制
御信号（ＰＷＣ５）は、第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）から２／３周期位相がずれ
た信号であり、第６のパルス幅制御信号（ＰＷＣ６）は、第１のパルス幅制御信号（ＰＷ
Ｃ１）から５／６周期位相がずれた信号である。なお、ここでは、第１の走査線駆動回路
用クロック信号（ＧＣＫ１）乃至第４の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ４）のパ
ルス幅と第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）乃至第６のパルス幅制御信号（ＰＷＣ６）
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のパルス幅の比は、３：２とする。
【００７５】
上述した液晶表示装置においては、第１のパルス出力回路２０＿１乃至第ｍのパルス出力
回路２０＿ｍとして、同一の構成を有する回路を適用することができる。ただし、パルス
出力回路が有する複数の端子の電気的な接続関係は、パルス出力回路毎に異なる。具体的
な接続関係について図６（Ａ）、（Ｃ）を参照して説明する。
【００７６】
第１のパルス出力回路２０＿１乃至第ｍのパルス出力回路２０＿ｍのそれぞれは、端子２
１～端子２７を有する。なお、端子２１～端子２４及び端子２６は入力端子であり、端子
２５及び端子２７は出力端子である。
【００７７】
まず、端子２１について述べる。第１のパルス出力回路２０＿１の端子２１は、走査線駆
動回路用スタートパルス（ＧＳＰ）を供給する配線に接続され、第２のパルス出力回路２
０＿２～第ｍのパルス出力回路２０＿ｍの端子２１は、前段のパルス出力回路の端子２７
に接続される。
【００７８】
次いで、端子２２について述べる。第（４ａ－３）のパルス出力回路（ａは、ｍ／４以下
の自然数）の端子２２は、第１の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ１）を供給する
配線に接続され、第（４ａ－２）のパルス出力回路の端子２２は、第２の走査線駆動回路
用クロック信号（ＧＣＫ２）を供給する配線に接続され、第（４ａ－１）のパルス出力回
路の端子２２は、第３の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ３）を供給する配線に接
続され、第４ａのパルス出力回路の端子２２は、第４の走査線駆動回路用クロック信号（
ＧＣＫ４）を供給する配線に接続される。
【００７９】
次いで、端子２３について述べる。第（４ａ－３）のパルス出力回路の端子２３は、第２
の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ２）を供給する配線に接続され、第（４ａ－２
）のパルス出力回路の端子２３は、第３の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ３）を
供給する配線に接続され、第（４ａ－１）のパルス出力回路の端子２３は、第４の走査線
駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ４）を供給する配線に接続され、第４ａのパルス出力回
路の端子２３は、第１の走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ１）を供給する配線に接
続される。
【００８０】
次いで、端子２４について述べる。第（２ｂ－１）のパルス出力回路（ｂは、ｋ／２以下
の自然数）の端子２４は、第１のパルス幅制御信号（ＰＷＣ１）を供給する配線に接続さ
れ、第２ｂのパルス出力回路の端子２４は、第４のパルス幅制御信号（ＰＷＣ４）を供給
する配線に接続され、第（２ｃ－１）のパルス出力回路（ｃは、（ｋ／２＋１）以上ｋ以
下の自然数）の端子２４は、第２のパルス幅制御信号（ＰＷＣ２）を供給する配線に接続
され、第２ｃのパルス出力回路の端子２４は、第５のパルス幅制御信号（ＰＷＣ５）を供
給する配線に接続され、第（２ｄ－１）のパルス出力回路（ｄは、（ｋ＋１）以上ｍ／２
以下の自然数）の端子２４は、第３のパルス幅制御信号（ＰＷＣ３）を供給する配線に接
続され、第２ｄのパルス出力回路の端子２４は、第６のパルス幅制御信号（ＰＷＣ６）を
供給する配線に接続される。
【００８１】
次いで、端子２５について述べる。第ｘのパルス出力回路（ｘは、ｍ以下の自然数）の端
子２５は、ｘ行目に配設された走査線１３＿ｘに接続される。
【００８２】
次いで、端子２６について述べる。第ｙのパルス出力回路（ｙは、ｍ－１以下の自然数）
の端子２６は、第（ｙ＋１）のパルス出力回路の端子２７に接続され、第ｍのパルス出力
回路の端子２６は、第ｍのパルス出力回路用ストップ信号（ＳＴＰ）を供給する配線に接
続される。なお、第ｍのパルス出力回路用ストップ信号（ＳＴＰ）は、仮に第（ｍ＋１）



(16) JP 2017-72826 A 2017.4.13

10

20

30

40

50

のパルス出力回路が設けられていれば、当該第（ｍ＋１）のパルス出力回路の端子２７か
ら出力される信号に相当する信号である。具体的には、これらの信号は、実際にダミー回
路として第（ｍ＋１）のパルス出力回路を設けること、又は外部から当該信号を直接入力
することなどによって第ｍのパルス出力回路に供給することができる。
【００８３】
各パルス出力回路の端子２７の接続関係は既出である。そのため、ここでは前述の説明を
援用することとする。
【００８４】
＜パルス出力回路の構成例＞
図７（Ａ）は、図６（Ａ）、（Ｃ）に示すパルス出力回路の構成例を示す図である。図７
（Ａ）に示すパルス出力回路は、トランジスタ３１乃至トランジスタ３９を有する。
【００８５】
トランジスタ３１は、ソース及びドレインの一方が高電源電位（Ｖｄｄ）を供給する配線
（以下、高電源電位線ともいう）に接続され、ゲートが端子２１に接続される。
【００８６】
トランジスタ３２は、ソース及びドレインの一方が低電源電位（Ｖｓｓ）を供給する配線
（以下、低電源電位線ともいう）に接続され、ソース及びドレインの他方がトランジスタ
３１のソース及びドレインの他方に接続される。
【００８７】
トランジスタ３３は、ソース及びドレインの一方が端子２２に接続され、ソース及びドレ
インの他方が端子２７に接続され、ゲートがトランジスタ３１のソース及びドレインの他
方並びにトランジスタ３２のソース及びドレインの他方に接続される。
【００８８】
トランジスタ３４は、ソース及びドレインの一方が低電源電位線に接続され、ソース及び
ドレインの他方が端子２７に接続され、ゲートがトランジスタ３２のゲートに接続される
。
【００８９】
トランジスタ３５は、ソース及びドレインの一方が低電源電位線に接続され、ソース及び
ドレインの他方がトランジスタ３２のゲート及びトランジスタ３４のゲートに接続され、
ゲートが端子２１に接続される。
【００９０】
トランジスタ３６は、ソース及びドレインの一方が高電源電位線に接続され、ソース及び
ドレインの他方がトランジスタ３２のゲート、トランジスタ３４のゲート、並びにトラン
ジスタ３５のソース及びドレインの他方に接続され、ゲートが端子２６に接続される。な
お、トランジスタ３６のソース及びドレインの一方が、低電源電位（Ｖｓｓ）よりも高電
位であり且つ高電源電位（Ｖｄｄ）よりも低電位である電源電位（Ｖｃｃ）を供給する配
線に接続される構成とすることもできる。
【００９１】
トランジスタ３７は、ソース及びドレインの一方が高電源電位線に接続され、ソース及び
ドレインの他方がトランジスタ３２のゲート、トランジスタ３４のゲート、トランジスタ
３５のソース及びドレインの他方、並びにトランジスタ３６のソース及びドレインの他方
に接続され、ゲートが端子２３に接続される。なお、トランジスタ３７のソース及びドレ
インの一方が、電源電位（Ｖｃｃ）を供給する配線に接続される構成とすることもできる
。
【００９２】
トランジスタ３８は、ソース及びドレインの一方が端子２４に接続され、ソース及びドレ
インの他方が端子２５に接続され、ゲートがトランジスタ３１のソース及びドレインの他
方、トランジスタ３２のソース及びドレインの他方、並びにトランジスタ３３のゲートに
接続される。
【００９３】
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トランジスタ３９は、ソース及びドレインの一方が低電源電位線に接続され、ソース及び
ドレインの他方が端子２５に接続され、ゲートがトランジスタ３２のゲート、トランジス
タ３４のゲート、トランジスタ３５のソース及びドレインの他方、トランジスタ３６のソ
ース及びドレインの他方、並びにトランジスタ３７のソース及びドレインの他方に接続さ
れる。
【００９４】
なお、以下においては、トランジスタ３１のソース及びドレインの他方、トランジスタ３
２のソース及びドレインの他方、トランジスタ３３のゲート、並びにトランジスタ３８の
ゲートが接続するノードをノードＡとし、トランジスタ３２のゲート、トランジスタ３４
のゲート、トランジスタ３５のソース及びドレインの他方、トランジスタ３６のソース及
びドレインの他方、トランジスタ３７のソース及びドレインの他方、並びにトランジスタ
３９のゲートが接続するノードをノードＢとして説明する。
【００９５】
＜パルス出力回路の動作例＞
上述したパルス出力回路の動作例について図７（Ｂ）～（Ｄ）を参照して説明する。なお
、ここでは、第１のパルス出力回路２０＿１の端子２１に入力される走査線駆動回路用ス
タートパルス（ＧＳＰ）の入力タイミングを制御することで、第１のパルス出力回路２０
＿１、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１、及び第（２ｋ＋１）のパルス出力回
路２０＿２ｋ＋１の端子２７から同一タイミングでシフトパルスを出力する場合の動作例
について説明する。具体的には、図７（Ｂ）は、走査線駆動回路用スタートパルス（ＧＳ
Ｐ）が入力される際の第１のパルス出力回路２０＿１の各端子に入力される信号の電位、
並びにノードＡ及びノードＢの電位を示しており、図７（Ｃ）は、第ｋのパルス出力回路
２０＿ｋからハイレベルの電位が入力される際の第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ
＋１の各端子に入力される信号の電位、並びにノードＡ及びノードＢの電位を示しており
、図７（Ｄ）は、第２ｋのパルス出力回路２０＿２ｋからハイレベルの電位が入力される
際の第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１の各端子に入力される信号の電位、
並びにノードＡ及びノードＢの電位を示している。なお、図７（Ｂ）～（Ｄ）では、各端
子に入力される信号を括弧書きで付記している。また、それぞれの後段に配設されるパル
ス出力回路（第２のパルス出力回路２０＿２、第（ｋ＋２）のパルス出力回路２０＿ｋ＋
２、第（２ｋ＋２）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋２）の端子２５から出力される信号（
Ｇｏｕｔ２、Ｇｏｕｔｋ＋２、Ｇｏｕｔ２ｋ＋２）及び端子２７の出力信号（ＳＲｏｕｔ
２＝第１のパルス出力回路２０＿１の端子２６の入力信号、ＳＲｏｕｔｋ＋２＝第（ｋ＋
１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１の端子２６の入力信号、ＳＲｏｕｔ２ｋ＋２＝第（２
ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１の端子２６の入力信号）も付記している。なお
、図中において、Ｇｏｕｔは、パルス出力回路の走査線に対する出力信号を表し、ＳＲｏ
ｕｔは、当該パルス出力回路の、後段のパルス出力回路に対する出力信号を表している。
【００９６】
まず、図７（Ｂ）を参照して、第１のパルス出力回路２０＿１に走査線駆動回路用スター
トパルス（ＧＳＰ）としてハイレベルの電位が入力される場合について説明する。
【００９７】
期間ｔ１において、端子２１にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。これにより、トランジスタ３１、３５がオン状態となる。そのため、ノードＡの電位が
ハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３１のしきい値電圧分下降し
た電位）に上昇し、且つノードＢの電位が低電源電位（Ｖｓｓ）に下降する。これに付随
して、トランジスタ３３、３８がオン状態となり、トランジスタ３２、３４、３９がオフ
状態となる。以上により、期間ｔ１において、端子２７から出力される信号は、端子２２
に入力される信号となり、端子２５から出力される信号は、端子２４に入力される信号と
なる。ここで、期間ｔ１において、端子２２及び端子２４に入力される信号は、共にロウ
レベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））である。そのため、期間ｔ１において、第１のパ
ルス出力回路２０＿１は、第２のパルス出力回路２０＿２の端子２１、及び画素部におい
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て１行目に配設された走査線にロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））を出力する。
【００９８】
期間ｔ２において、各端子に入力される信号は期間ｔ１から変化しない。そのため、端子
２５及び端子２７から出力される信号も変化せず、共にロウレベルの電位（低電源電位（
Ｖｓｓ））を出力する。
【００９９】
期間ｔ３において、端子２４にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。なお、ノードＡの電位（トランジスタ３１のソースの電位）は、期間ｔ１においてハイ
レベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３１のしきい値電圧分下降した電
位）まで上昇している。そのため、トランジスタ３１はオフ状態となっている。この時、
端子２４にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力されることで、トランジス
タ３８のソースとゲートの容量結合によって、ノードＡの電位（トランジスタ３８のゲー
トの電位）がさらに上昇する（ブートストラップ動作）。また、当該ブートストラップ動
作を行うことによって、端子２５から出力される信号が端子２４に入力されるハイレベル
の電位（高電源電位（Ｖｄｄ））から下降することがない。そのため、期間ｔ３において
、第１のパルス出力回路２０＿１は、画素部において１行目に配設された走査線にハイレ
ベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）＝選択信号）を出力する。
【０１００】
期間ｔ４において、端子２２にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。ここで、ノードＡの電位は、ブートストラップ動作によって上昇しているため、端子２
７から出力される信号が端子２２に入力されるハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）
）から下降することがない。そのため、期間ｔ４において、端子２７からは、端子２２に
入力されるハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が出力される。すなわち、第１の
パルス出力回路２０＿１は、第２のパルス出力回路２０＿２の端子２１にハイレベルの電
位（高電源電位（Ｖｄｄ）＝シフトパルス）を出力する。また、期間ｔ４において、端子
２４に入力される信号はハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））を維持するため、第
１のパルス出力回路２０＿１から画素部において１行目に配設された走査線に対して出力
される信号は、ハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）＝選択信号）のままである。な
お、期間ｔ４における当該パルス出力回路の出力信号には直接関与しないが、端子２１に
ロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））が入力されるためトランジスタ３５はオフ状
態となる。
【０１０１】
期間ｔ５において、端子２４にロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））が入力される
。ここで、トランジスタ３８はオン状態を維持する。そのため、期間ｔ５において、第１
のパルス出力回路２０＿１から画素部において１行目に配設された走査線に対して出力さ
れる信号は、ロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））となる。
【０１０２】
期間ｔ６において、各端子に入力される信号は期間ｔ５から変化しない。そのため、端子
２５及び端子２７から出力される信号も変化せず、端子２５からはロウレベルの電位（低
電源電位（Ｖｓｓ））が出力され、端子２７からはハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄ
ｄ）＝シフトパルス）が出力される。
【０１０３】
期間ｔ７において、端子２３にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。これにより、トランジスタ３７がオン状態となる。そのため、ノードＢの電位がハイレ
ベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３７のしきい値電圧分下降した電位
）に上昇する。つまり、トランジスタ３２、３４、３９がオン状態となる。また、これに
付随して、ノードＡの電位がロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））へと下降する。
つまり、トランジスタ３３、３８がオフ状態となる。以上により、期間ｔ７において、端
子２５及び端子２７から出力される信号は、共に低電源電位（Ｖｓｓ）となる。すなわち
、期間ｔ７において、第１のパルス出力回路２０＿１は、第２のパルス出力回路２０＿２
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の端子２１、及び画素部において１行目に配設された走査線に低電源電位（Ｖｓｓ）を出
力する。
【０１０４】
次いで、図７（Ｃ）を参照して、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１の端子２１
に第ｋのパルス出力回路２０＿ｋからシフトパルスとしてハイレベルの電位が入力される
場合について説明する。
【０１０５】
期間ｔ１及び期間ｔ２において、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１の動作は、
上述した第１のパルス出力回路２０＿１と同様である。そのため、ここでは前述の説明を
援用することとする。
【０１０６】
期間ｔ３において、各端子に入力される信号は期間ｔ２から変化しない。そのため、端子
２５及び端子２７から出力される信号も変化せず、共にロウレベルの電位（低電源電位（
Ｖｓｓ））を出力する。
【０１０７】
期間ｔ４において、端子２２及び端子２４にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））
が入力される。なお、ノードＡの電位（トランジスタ３１のソースの電位）は、期間ｔ１
においてハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３１のしきい値電圧
分下降した電位）まで上昇している。そのため、トランジスタ３１は、期間ｔ１において
オフ状態となっている。ここで、端子２２及び端子２４にハイレベルの電位（高電源電位
（Ｖｄｄ））が入力されることで、トランジスタ３３のソースとゲート及びトランジスタ
３８のソースとゲートの容量結合によって、ノードＡの電位（トランジスタ３３、３８の
ゲートの電位）がさらに上昇する（ブートストラップ動作）。また、当該ブートストラッ
プ動作を行うことによって、端子２５及び端子２７から出力される信号が端子２２及び端
子２４に入力されるハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））から下降することがない
。そのため、期間ｔ４において、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１は、画素部
においてｋ＋１行目に配設された走査線及び第（ｋ＋２）のパルス出力回路２０＿ｋ＋２
の端子２１にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）＝選択信号、シフトパルス）を出
力する。
【０１０８】
期間ｔ５において、各端子に入力される信号は期間ｔ４から変化しない。そのため、端子
２５及び端子２７から出力される信号も変化せず、ハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄ
ｄ）＝選択信号、シフトパルス）を出力する。
【０１０９】
期間ｔ６において、端子２４にロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））が入力される
。ここで、トランジスタ３８はオン状態を維持する。そのため、期間ｔ６において、第（
ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１から画素部においてｋ＋１行目に配設された走査
線に対して出力される信号は、ロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））となる。
【０１１０】
期間ｔ７において、端子２３にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。これにより、トランジスタ３７がオン状態となる。そのため、ノードＢの電位がハイレ
ベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３７のしきい値電圧分下降した電位
）に上昇する。つまり、トランジスタ３２、３４、３９がオン状態となる。また、これに
付随して、ノードＡの電位がロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））へと下降する。
つまり、トランジスタ３３、３８がオフ状態となる。以上により、期間ｔ７において、端
子２５及び端子２７から出力される信号は、共に低電源電位（Ｖｓｓ）となる。すなわち
、期間ｔ７において、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１は、第（ｋ＋２）のパ
ルス出力回路２０＿ｋ＋２の端子２１、及び画素部においてｋ＋１行目に配設された走査
線に低電源電位（Ｖｓｓ）を出力する。
【０１１１】
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次いで、図７（Ｄ）を参照して、第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１の端子
２１に第２ｋのパルス出力回路２０＿２ｋからシフトパルスとしてハイレベルの電位が入
力される場合について説明する。
【０１１２】
期間ｔ１乃至期間ｔ３において、第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１の動作
は、上述した第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１と同様である。そのため、ここ
では前述の説明を援用することとする。
【０１１３】
期間ｔ４において、端子２２にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。なお、ノードＡの電位（トランジスタ３１のソースの電位）は、期間ｔ１においてハイ
レベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３１のしきい値電圧分下降した電
位）まで上昇している。そのため、トランジスタ３１は、期間ｔ１においてオフ状態とな
っている。ここで、端子２２にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
ことで、トランジスタ３３のソースとゲートの容量結合によって、ノードＡの電位（トラ
ンジスタ３３のゲートの電位）がさらに上昇する（ブートストラップ動作）。また、当該
ブートストラップ動作を行うことによって、端子２７から出力される信号が端子２２に入
力されるハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））から下降することがない。そのため
、期間ｔ４において、第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１は、第（２ｋ＋２
）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋２の端子２１にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ
）＝シフトパルス）を出力する。なお、期間ｔ４における当該パルス出力回路の出力信号
には直接関与しないが、端子２１にロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））が入力さ
れるためトランジスタ３５はオフ状態となる。
【０１１４】
期間ｔ５において、端子２４にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。ここで、ノードＡの電位は、ブートストラップ動作によって上昇しているため、端子２
５から出力される信号が端子２４に入力されるハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）
）から下降することがない。そのため、期間ｔ５において、端子２５からは、端子２２に
入力されるハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が出力される。すなわち、第（２
ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１は、画素部において２ｋ＋１行目に配設された
走査線にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）＝選択信号）を出力する。また、期間
ｔ５において、端子２２に入力される信号はハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））
を維持するため、第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１から第（２ｋ＋２）の
パルス出力回路２０＿２ｋ＋２の端子２１に対して出力される信号は、ハイレベルの電位
（高電源電位（Ｖｄｄ）＝シフトパルス）のままである。
【０１１５】
期間ｔ６において、各端子に入力される信号は期間ｔ５から変化しない。そのため、端子
２５及び端子２７から出力される信号も変化せず、共にハイレベルの電位（高電源電位（
Ｖｄｄ）＝選択信号、シフトパルス）を出力する。
【０１１６】
期間ｔ７において、端子２３にハイレベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ））が入力される
。これにより、トランジスタ３７がオン状態となる。そのため、ノードＢの電位がハイレ
ベルの電位（高電源電位（Ｖｄｄ）からトランジスタ３７のしきい値電圧分下降した電位
）に上昇する。つまり、トランジスタ３２、３４、３９がオン状態となる。また、これに
付随して、ノードＡの電位がロウレベルの電位（低電源電位（Ｖｓｓ））へと下降する。
つまり、トランジスタ３３、３８がオフ状態となる。以上により、期間ｔ７において、端
子２５及び端子２７から出力される信号は、共に低電源電位（Ｖｓｓ）となる。すなわち
、期間ｔ７において、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１は、第（２ｋ＋２）
のパルス出力回路２０＿２ｋ＋２の端子２１、及び画素部において２ｋ＋１行目に配設さ
れた走査線に低電源電位（Ｖｓｓ）を出力する。
【０１１７】
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図７（Ｂ）～（Ｄ）に示すように、第１のパルス出力回路２０＿１乃至第ｍのパルス出力
回路２０＿ｍでは、走査線駆動回路用スタートパルス（ＧＳＰ）の入力タイミングを制御
することで、複数のシフトパルスのシフトを並行して行うことが可能である。具体的には
、走査線駆動回路用スタートパルス（ＧＳＰ）の入力後、第ｋのパルス出力回路２０＿ｋ
の端子２７からシフトパルスが出力されるタイミングと同じタイミングで再度走査線駆動
回路用スタートパルス（ＧＳＰ）を入力することによって、第１のパルス出力回路２０＿
１及び第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１から同じタイミングでシフトパルスを
出力させることが可能である。また、同様に走査線駆動回路用スタートパルス（ＧＳＰ）
を入力することによって、第１のパルス出力回路２０＿１、第（ｋ＋１）のパルス出力回
路２０＿ｋ＋１、及び第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１から同じタイミン
グでシフトパルスを出力させることが可能である。
【０１１８】
加えて、第１のパルス出力回路２０＿１、第（ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿ｋ＋１、
及び第（２ｋ＋１）のパルス出力回路２０＿２ｋ＋１は、上記の動作に並行して、それぞ
れ異なるタイミングで走査線に対する選択信号の供給を行うことが可能である。すなわち
、上述した走査線駆動回路は、固有のシフト期間を有するシフトパルスを複数シフトし且
つ同一タイミングにおいてシフトパルスが入力された複数のパルス出力回路がそれぞれ異
なるタイミングで走査線に対して選択信号を供給することが可能である。
【０１１９】
＜信号線駆動回路１２の構成例＞
図８（Ａ）は、図５（Ａ）に示す液晶表示装置が有する信号線駆動回路１２の構成例を示
す図である。図８（Ａ）に示す信号線駆動回路１２は、第１の出力端子乃至第ｎの出力端
子を有するシフトレジスタ１２０と、画像信号（ＤＡＴＡ）を供給する配線と、ソース及
びドレインの一方が画像信号（ＤＡＴＡ）を供給する配線に接続され、ソース及びドレイ
ンの他方が画素部において１列目に配設された信号線１４＿１に接続され、ゲートがシフ
トレジスタ１２０の第１の出力端子に接続されたトランジスタ１２１＿１、乃至、ソース
及びドレインの一方が画像信号（ＤＡＴＡ）を供給する配線に接続され、ソース及びドレ
インの他方が画素部においてｎ列目に配設された信号線１４＿ｎに接続され、ゲートがシ
フトレジスタ１２０の第ｎの出力端子に接続されたトランジスタ１２１＿ｎと、を有する
。なお、シフトレジスタ１２０は、信号線駆動回路用スタートパルス（ＳＳＰ）をきっか
けとしてシフト期間毎に順次第１の出力端子乃至第ｎの出力端子からハイレベルの電位を
出力する機能を有する。すなわち、トランジスタ１２１＿１乃至トランジスタ１２１＿ｎ
は、シフト期間毎に順次オン状態となる。
【０１２０】
図８（Ｂ）は、画像信号（ＤＡＴＡ）を供給する配線が供給する画像信号のタイミングの
一例を示す図である。図８（Ｂ）に示すように、画像信号（ＤＡＴＡ）を供給する配線は
、期間ｔ４において、１行目に配設された画素用画像信号（ｄａｔａ　１）を供給し、期
間ｔ５において、ｋ＋１行目に配設された画素用画像信号（ｄａｔａ　ｋ＋１）を供給し
、期間ｔ６において、２ｋ＋１行目に配設された画素用画像信号（ｄａｔａ　２ｋ＋１）
を供給し、期間ｔ７において、２行目に配設された画素用画像信号（ｄａｔａ　２）を供
給する。以下、同様に画像信号（ＤＡＴＡ）を供給する配線は、特定の行毎に配設された
画素用画像信号を順次供給する。具体的には、ｓ行目（ｓは、ｋ未満の自然数）に配設さ
れた画素用画像信号→ｋ＋ｓ行目に配設された画素用画像信号→２ｋ＋ｓ行目に配設され
た画素用画像信号→ｓ＋１行目に配設された画素用画像信号という順序で画像信号を供給
する。上述した走査線駆動回路及び信号線駆動回路が当該動作を行うことにより、走査線
駆動回路が有するパルス出力回路におけるシフト期間毎に画素部に配設された３行の画素
に対する画像信号の入力を行うことが可能である。
【０１２１】
＜バックライトの構成例＞
図９は、図５（Ａ）に示す液晶表示装置の画素部１０の後方に設けられるバックライトの
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構成例を示す図である。図９に示すバックライトは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３
色を呈する光源を備えたバックライトユニット４０を複数有する。なお、複数のバックラ
イトユニット４０は、マトリクス状に配設されており、且つ特定の領域毎に点灯を制御す
ることが可能である。ここでは、ｍ行ｎ列に配設された複数の画素１５に対するバックラ
イトとして、少なくともｔ行ｎ列毎（ここでは、ｔは、ｋ／４とする）にバックライトユ
ニット４０が設けられ、該バックライトユニット４０の点灯を独立に制御できることとす
る。すなわち、当該バックライトが、少なくとも１行目乃至ｔ行目用バックライトユニッ
ト～２ｋ＋３ｔ＋１行目乃至ｍ行目用バックライトユニットを有し、それぞれのバックラ
イトユニット４０の点灯を独立に制御できることとする。さらに、バックライトユニット
４０において、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及び青（Ｂ）の３色を呈する光源のそれぞれの点灯
も独立に制御できることとする。すなわち、バックライトユニット４０において、赤（Ｒ
）、緑（Ｇ）、及び青（Ｂ）のいずれか一つの光源を点灯させることで画素部１０に対し
て赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、又は青（Ｂ）を呈する光を照射すること、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
及び青（Ｂ）のいずれか二つの光源を点灯させることで画素部１０に対して二つの光の混
色によって形成される有彩色を呈する光を照射すること、並びに赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及
び青（Ｂ）の全ての光源を点灯させることで画素部１０に対して三つの光の混色によって
形成される白（Ｗ）を呈する光を照射することが可能であることとする。
【０１２２】
以上説明した各構成により、実施の形態１における液晶表示装置の駆動方法を動作させる
ことができる。
【０１２３】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１２４】
（実施の形態４）
本実施の形態では、液晶表示装置を駆動するためのブロック図の一例について説明する。
【０１２５】
図１０に示すブロック図には、画像信号処理回路９０１、表示パネル９０２、バックライ
トユニット９０３を図示している。
【０１２６】
画像信号処理回路９０１は、表示制御回路９０４、パネル制御回路９０５、フォーマット
変換回路９０６、２Ｄ／３Ｄ画像信号変換回路９０７、メモリ制御回路９０８及びフレー
ムメモリ９０９を有する。
【０１２７】
画像信号処理回路９０１では、外部より画像信号ｄａｔａがフォーマット変換回路９０６
に供給され画像信号ｄａｔａのフォーマットに応じてフォーマットの変換が行われる。２
Ｄ／３Ｄ画像信号変換回路９０７では、フォーマット変換回路９０６でフォーマット変換
された画像信号を内部に格納された画像信号変換メモリ９１０に基づいて平面視表示の画
像信号に変換または立体視表示の画像信号に変換するか切り替えて実行するための回路で
ある。２Ｄ／３Ｄ画像信号変換回路９０７で変換された画像信号は、メモリ制御回路９０
８を介してフレームメモリ９０９に記憶される。フレームメモリ９０９に記憶された画像
信号は、メモリ制御回路９０８を介して表示制御回路９０４によって読み出される。そし
て表示制御回路９０４は、パネル制御回路９０５による表示パネル９０２を制御するため
の信号を出力する。
【０１２８】
またバックライトユニット９０３はバックライトユニット制御回路９１１によって光源の
点灯が制御される。バックライトユニット制御回路９１１は、表示制御回路９０４によっ
て制御される。
【０１２９】
以上説明したように、本実施の形態のブロック図の構成により、上記実施の形態１の液晶
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表示装置の駆動方法を実現することができる。
【０１３０】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１３１】
（実施の形態５）
本実施の形態では、上記実施の形態４で説明した液晶表示装置の外観及び断面について説
明する。
【０１３２】
液晶表示装置の外観及び断面について、図１１を用いて説明する。図１１（Ａ１）、（Ａ
２）は、第１の基板４００１上に形成されたトランジスタ４０１０、４０１１及び液晶素
子４０１３を、第２の基板４００６との間にシール材４００５によって封止したパネルの
上面図であり、図１１（Ｂ）は、図１１（Ａ１）、（Ａ２）のＭ－Ｎにおける断面図に相
当する。
【０１３３】
第１の基板４００１上に設けられた画素部４００２と、走査線駆動回路４００４とを囲む
ようにして、シール材４００５が設けられている。また、画素部４００２と、走査線駆動
回路４００４の上に第２の基板４００６が設けられている。画素部４００２と、走査線駆
動回路４００４とは、第１の基板４００１とシール材４００５と第２の基板４００６とに
よって、液晶層４００８と共に封止されている。
【０１３４】
また、図１１（Ａ１）は第１の基板４００１上のシール材４００５によって囲まれている
領域とは異なる領域に、別途用意された基板上に単結晶半導体膜又は多結晶半導体膜で形
成された信号線駆動回路４００３が実装されている。なお、図１１（Ａ２）は信号線駆動
回路の一部を第１の基板４００１上に酸化物半導体を用いたトランジスタで形成する例で
あり、第１の基板４００１上に信号線駆動回路４００３ｂが形成され、かつ別途用意され
た基板上に単結晶半導体膜又は多結晶半導体膜で形成された信号線駆動回路４００３ａが
実装されている。
【０１３５】
なお、別途形成した駆動回路の接続方法は、特に限定されるものではなく、ＣＯＧ方法、
ワイヤボンディング方法、またはＴＡＢ方法などを用いることができる。図１１（Ａ１）
は、ＣＯＧ方法により信号線駆動回路４００３を実装する例であり、図１１（Ａ２）は、
ＴＡＢ方法により信号線駆動回路４００３を実装する例である。
【０１３６】
また、第１の基板４００１上に設けられた画素部４００２と、走査線駆動回路４００４は
、トランジスタを複数有しており、図１１（Ｂ）では、画素部４００２に含まれるトラン
ジスタ４０１０と、走査線駆動回路４００４に含まれるトランジスタ４０１１とを例示し
ている。トランジスタ４０１０、４０１１上には絶縁層４０２０、４０２１が設けられて
いる。
【０１３７】
トランジスタ４０１０、４０１１は、特に限定されず様々なトランジスタを適用すること
ができる。トランジスタ４０１０、４０１１のチャネル層は、シリコン（アモルファスシ
リコン、微結晶シリコン又はポリシリコン）等の半導体や酸化物半導体を用いることがで
きる。
【０１３８】
また、第１の基板４００１上に画素電極層４０３０及び共通電極層４０３１が設けられ、
画素電極層４０３０は、トランジスタ４０１０と接続されている。液晶素子４０１３は、
画素電極層４０３０、共通電極層４０３１、及び液晶層４００８を含む。
【０１３９】
また、ブルー相を示す液晶層４００８を有する液晶表示装置において、基板に概略平行（
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すなわち水平な方向）な電界を生じさせて、基板と平行な面内で液晶分子を動かして、階
調を制御する方式を用いることができる。このような方式として、本実施の形態では、Ｉ
ＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードで用いる電極構成を適用する場合
を示している。なお、ＩＰＳモードに限られず、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓ
ｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードで用いる電極構成を適用することも可能である。また液晶層４
００８には、横電界により制御されるベンド配向の液晶（ＴＢＡ（Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ
Ｂｅｎｄ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）とも呼ばれる）を用いる構成としてもよい。
【０１４０】
なお、第１の基板４００１、第２の基板４００６としては、透光性を有するガラス、プラ
スチックなどを用いることができる。プラスチックとしては、ポリエーテルサルフォン（
ＰＥＳ）、ポリイミド、ＦＲＰ（Ｆｉｂｅｒｇｌａｓｓ－Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ　Ｐｌａ
ｓｔｉｃｓ）板、ＰＶＦ（ポリビニルフルオライド）フィルム、ポリエステルフィルムま
たはアクリル樹脂フィルムを用いることができる。また、アルミニウムホイルをＰＶＦフ
ィルムやポリエステルフィルムで挟んだ構造のシートを用いることもできる。
【０１４１】
また、液晶層４００８の膜厚（セルギャップ）を制御するために設けられている柱状のス
ペーサ４０３５は、絶縁膜を選択的にエッチングすることにより設けることができる。な
お、柱状のスペーサ４０３５の代わりに、球状のスペーサを用いてもよい。
【０１４２】
図１１においては、トランジスタ４０１０、４０１１上方を覆うように遮光層４０３４が
第２の基板４００６側に設けられている。遮光層４０３４を設けることにより、トランジ
スタ特性の安定化の効果を高めることができる。この遮光層４０３４は第１の基板４００
１に設けられてもよい。この場合、第２の基板４００６側から紫外線を照射して高分子安
定化を行ったときに遮光層４０３４上の液晶もブルー相で高分子安定化することができる
。
【０１４３】
保護膜として機能する絶縁層４０２０でトランジスタ４０１０、４０１１を覆う構成とし
てもよいが、特に限定されない。
【０１４４】
なお、保護膜は、大気中に浮遊する有機物や金属物、水蒸気などの汚染不純物の侵入を防
ぐためのものであり、緻密な膜が好ましい。保護膜は、スパッタ法を用いて、酸化珪素膜
、窒化珪素膜、酸化窒化珪素膜、窒化酸化珪素膜、酸化アルミニウム膜、窒化アルミニウ
ム膜、酸化窒化アルミニウム膜、又は窒化酸化アルミニウム膜の単層、又は積層で形成す
ればよい。
【０１４５】
また、保護膜を形成した後に、半導体層の加熱（３００℃～４００℃）を行ってもよい。
【０１４６】
画素電極層４０３０、共通電極層４０３１は、酸化タングステンを含むインジウム酸化物
、酸化タングステンを含むインジウム亜鉛酸化物、酸化チタンを含むインジウム酸化物、
酸化チタンを含むインジウム錫酸化物、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛
酸化物、酸化ケイ素を添加したインジウム錫酸化物などの透光性を有する導電性材料を用
いることができる。
【０１４７】
また、画素電極層４０３０、共通電極層４０３１として、導電性高分子（導電性ポリマー
ともいう）を含む導電性組成物を用いて形成することができる。
【０１４８】
また、別途形成された信号線駆動回路４００３と、走査線駆動回路４００４または画素部
４００２に与えられる各種信号及び電位は、ＦＰＣ４０１８から供給されている。
【０１４９】
また、トランジスタは静電気などにより破壊されやすいため、ゲート線またはソース線に
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対して、駆動回路保護用の保護回路を同一基板上に設けることが好ましい。保護回路は、
酸化物半導体を用いた非線形素子を用いて構成することが好ましい。
【０１５０】
図１１では、接続端子電極４０１５が、画素電極層４０３０と同じ導電膜から形成され、
端子電極４０１６は、トランジスタ４０１０、４０１１のソース電極層及びドレイン電極
層と同じ導電膜で形成されている。
【０１５１】
接続端子電極４０１５は、ＦＰＣ４０１８が有する端子と、異方性導電膜４０１９を介し
て接続されている。
【０１５２】
また、図１１においては、信号線駆動回路４００３を別途形成し、第１の基板４００１に
実装している例を示しているが、この構成に限定されない。走査線駆動回路を別途形成し
て実装してもよいし、信号線駆動回路の一部または走査線駆動回路の一部のみを別途形成
して実装してもよい。
【０１５３】
図１２は液晶表示装置の断面構造の一例であり、素子基板２６００と対向基板２６０１が
シール材２６０２により固着され、その間にトランジスタ等を含む素子層２６０３、液晶
層２６０４が設けられる。
【０１５４】
上記実施の形態で説明したカラースキャンバックライト駆動を行うために、バックライト
ユニットの光源として複数の色を発光する発光ダイオードを配置する。複数種の発光色と
しては、赤の発光ダイオード２９１０Ｒ、緑の発光ダイオード２９１０Ｇ、青の発光ダイ
オード２９１０Ｂを配置する。
【０１５５】
対向基板２６０１の外側には偏光板２６０６が設けられ、素子基板２６００の外側には偏
光板２６０７、拡散シート２６１３が配設されている。光源は赤の発光ダイオード２９１
０Ｒ、緑の発光ダイオード２９１０Ｇ、青の発光ダイオード２９１０Ｂと反射板２６１１
により構成され、回路基板２６１２に設けられたバックライト駆動制御回路２９１２は、
フレキシブル配線基板２６０９により素子基板２６００の配線回路部２６０８と接続され
、さらにコントロール回路や電源回路などの外部回路が組みこまれている。
【０１５６】
このバックライト駆動制御回路２９１２によってバックライトユニットの光源を領域毎に
異なる色の発光を制御することができる。
【０１５７】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１５８】
（実施の形態６）
本実施の形態では、上記実施の形態３の図５（Ｂ）で説明した液晶表示装置の画素の回路
図に対応する上面図、及びその断面図の構成について説明する。
【０１５９】
図１３（Ａ）、（Ｂ）は、上記実施の形態３の図５（Ｂ）で説明したトランジスタとして
逆スタガ型のトランジスタを用いた場合の上面図、及び断面図である。図１３（Ｂ）に示
す画素の断面図は、図１３（Ａ）に示す画素の上面図における線分Ａ－Ａ’、線分Ｂ－Ｂ
’に対応している。
【０１６０】
まず、図１３（Ａ）を参照して、液晶表示装置の画素のレイアウトの一例について説明す
る。なお、図１３（Ａ）、（Ｂ）には、上記実施の形態３の図５（Ｂ）で説明した画素に
用いられる構成について示している。
【０１６１】
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図１３（Ａ）に示す上記実施の形態３の図５（Ｂ）の液晶表示装置に適用しうる画素は、
走査線８０１と、信号線８０２と、共通電位線８０３と、容量線８０４と、トランジスタ
８０５と、画素電極８０６と、共通電極８０７と、容量素子８０８と、を有する。また各
構成は、第１の導電層８５１、半導体層８５２、第２の導電層８５３、第３の導電層８５
４（透明電極層ともいう）及びコンタクトホール８５５によって構成される。
【０１６２】
第１の導電層８５１は、ゲート電極、又は走査線８０１として機能する領域を有する。ま
た第１の導電層８５１は、容量素子８０８の一方の電極として機能する領域を有する。半
導体層８５２は、トランジスタ８０５の半導体層として機能する領域を有する。第２の導
電層８５３は、トランジスタのソース又はドレイン、又は信号線８０２として機能する領
域を有する。また第２の導電層８５３は、容量素子８０８の他方の電極として機能する領
域を有する。第３の導電層８５４は、液晶素子の画素電極８０６として機能する領域を有
する。また第３の導電層８５４は、共通電極８０７、又は共通電位線８０３として機能す
る領域を有する。コンタクトホール８５５は、第２の導電層８５３と第３の導電層８５４
とを接続する機能を有する。
【０１６３】
なお第３の導電層８５４を除去した画素のレイアウトについても図１４に示す。図１４に
示すように第３の導電層８５４の一部に重畳して第１の導電層８５１と第２の導電層８５
３とが重畳し、容量素子８０８を形成しているのがわかる。
【０１６４】
図１３（Ａ）、図１４の画素のレイアウトでは、画素電極８０６及び共通電極８０７は、
それぞれ櫛歯状に形成し、間隔をあけて嵌合するよう設けている。当該構成とすることで
画素電極８０６と共通電極８０７との間に横電界を発生させ、ブルー相を示す液晶材料な
どを制御することができる。
【０１６５】
次に図１３（Ｂ）に示す断面図の構成について説明する。本明細書に開示する液晶表示装
置に適用できるトランジスタの構造は特に限定されず、例えばゲート電極が、ゲート絶縁
層を介して、半導体層の上側に配置されるトップゲート構造、又はゲート電極が、ゲート
絶縁層を介して、半導体層の下側に配置されるボトムゲート構造のスタガ型及びプレーナ
型などを用いることができる。また、トランジスタはチャネル形成領域が一つ形成される
シングルゲート構造でも、二つ形成されるダブルゲート構造もしくは三つ形成されるトリ
プルゲート構造であっても良い。また、チャネル領域の上下にゲート絶縁層を介して配置
された２つのゲート電極層を有する、デュアルゲート型でもよい。
【０１６６】
図１３（Ｂ）に一例として示すトランジスタ８０５は、逆スタガ型のトランジスタである
。
【０１６７】
トランジスタ８０５は、絶縁表面を有する基板４００上に、ゲート電極層４０１、ゲート
絶縁層４０２、半導体層４０３、ｎ型半導体層４０４、ソース電極層４０５ａ、及びドレ
イン電極層４０５ｂを含む。また、トランジスタ８０５を覆い、半導体層４０３に積層す
る絶縁層４０７が設けられている。絶縁層４０７上にはさらに絶縁層４０９が形成されて
いる。
【０１６８】
絶縁表面を有する基板４００に使用することができる基板に大きな制限はないが、バリウ
ムホウケイ酸ガラスやアルミノホウケイ酸ガラスなどのガラス基板を用いる。
【０１６９】
ボトムゲート構造のトランジスタ８０５において、下地膜となる絶縁層を基板とゲート電
極層の間に設けてもよい。下地膜は、基板からの不純物元素の拡散を防止する機能があり
、窒化シリコン層、酸化シリコン層、窒化酸化シリコン層、又は酸化窒化シリコン層から
選ばれた一又は複数の層による単層または積層構造により形成することができる。
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【０１７０】
ゲート電極層４０１の材料は、モリブデン、チタン、クロム、タンタル、タングステン、
アルミニウム、銅、ネオジム、スカンジウム等の金属材料またはこれらを主成分とする合
金材料を用いて、単層でまたは積層して形成することができる。
【０１７１】
ゲート絶縁層４０２は、プラズマＣＶＤ法又はスパッタリング法等を用いて、酸化シリコ
ン層、窒化シリコン層、酸化窒化シリコン層、窒化酸化シリコン層、酸化アルミニウム層
、窒化アルミニウム層、酸化窒化アルミニウム層、窒化酸化アルミニウム層、又は酸化ハ
フニウム層を単層で又は積層して形成することができる。
【０１７２】
半導体層４０３に用いる半導体材料としては、アモルファスシリコン、微結晶シリコン、
ポリシリコン、酸化物半導体、有機半導体等を用いることができる。またｎ型半導体層４
０４は例えば、半導体層４０３にｎ型不純物元素を導入して用いればよい。
【０１７３】
ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂに用いる導電膜としては、例えば、Ａｌ
、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｔａ、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｗからから選ばれた元素、または上述した元素を成分
とする合金か、上述した元素を組み合わせた合金膜等を用いることができる。また、Ａｌ
、Ｃｕなどの金属層の下側又は上側の一方または双方にＴｉ、Ｍｏ、Ｗなどの高融点金属
層を積層させた構成としても良い。また、Ａｌ膜に生ずるヒロックやウィスカーの発生を
防止する元素（Ｓｉ、Ｎｄ、Ｓｃなど）が添加されているＡｌ材料を用いることで耐熱性
を向上させることが可能となる。
【０１７４】
また、ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂ（これと同じ層で形成される配線
層を含む）となる導電膜としては導電性の金属酸化物で形成しても良い。導電性の金属酸
化物としては酸化インジウム（Ｉｎ２Ｏ３）、酸化スズ（ＳｎＯ２）、酸化亜鉛（ＺｎＯ
）、酸化インジウム酸化スズ（Ｉｎ２Ｏ３―ＳｎＯ２、ＩＴＯと略記する）、酸化インジ
ウム酸化亜鉛（Ｉｎ２Ｏ３―ＺｎＯ）またはこれらの金属酸化物材料に酸化シリコンを含
ませたものを用いることができる。
【０１７５】
絶縁層４０７は、代表的には酸化シリコン膜、酸化窒化シリコン膜、酸化アルミニウム膜
、または酸化窒化アルミニウム膜などの無機絶縁膜を用いることができる。
【０１７６】
絶縁層４０９は、トランジスタ起因の表面凹凸を低減するための平坦化絶縁膜として機能
するものが好ましい。絶縁層４０９としては、ポリイミド、アクリル、ベンゾシクロブテ
ン、等の有機材料を用いることができる。また上記有機材料の他に、低誘電率材料（ｌｏ
ｗ－ｋ材料）等を用いることができる。なお、これらの材料で形成される絶縁膜を複数積
層させることで、平坦化絶縁膜を形成してもよい。
【０１７７】
なお絶縁層４０７及び絶縁層４０９には、コンタクトホールが設けられ、当該コンタクト
ホールにおいて画素電極４１０とドレイン電極層４０５ｂとが直接接する構成とする。ま
た絶縁層４０９上には、画素電極４１０の他に共通電極及び共通電位線（図示せず）が引
き回されることとなる。なお画素電極４１０及び共通電極に用いる導電膜としては、例え
ば、Ａｌ、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｔａ、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｗからから選ばれた元素、または上述した元
素を成分とする合金か、上述した元素を組み合わせた合金膜等を用いることができる。ま
た、Ａｌ、Ｃｕなどの金属層の下側又は上側の一方または双方にＴｉ、Ｍｏ、Ｗなどの高
融点金属層を積層させた構成としても良い。また、Ａｌ膜に生ずるヒロックやウィスカー
の発生を防止する元素（Ｓｉ、Ｎｄ、Ｓｃなど）が添加されているＡｌ材料を用いること
で耐熱性を向上させることが可能となる。
【０１７８】
また、画素電極４１０及び共通電極となる導電膜としては導電性の金属酸化物で形成して
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も良い。導電性の金属酸化物としては酸化インジウム（Ｉｎ２Ｏ３）、酸化スズ（ＳｎＯ

２）、酸化亜鉛（ＺｎＯ）、酸化インジウム酸化スズ（Ｉｎ２Ｏ３―ＳｎＯ２、ＩＴＯと
略記する）、酸化インジウム酸化亜鉛（Ｉｎ２Ｏ３―ＺｎＯ）またはこれらの金属酸化物
材料に酸化シリコンを含ませたものを用いることができる。
【０１７９】
なお、画素電極４１０及び共通電極となる導電膜は、画素電極４１０及び共通電極による
横電界が液晶に印加しやすいように、膜厚を大きくとることが好ましい。この場合、画素
電極４１０及び共通電極に透光性を有しない材料を用いる場合、画素の開口率が著しく低
下することが懸念されるため、予め画素電極４１０及び共通電極の下部にリブ状の透明構
造体を設ける構成とすることが好ましい。リブ上の透明構造体を設ける構成について図１
５（Ａ）、（Ｂ）で説明する。
【０１８０】
図１５（Ａ）、（Ｂ）は、図１３（Ａ）、（Ｂ）とは異なる上面図、及び断面図である。
図１５（Ｂ）に示す画素の断面図は、図１５（Ａ）に示す画素の上面図における線分Ａ－
Ａ’、線分Ｂ－Ｂ’に対応している。
【０１８１】
まず、図１５（Ａ）を参照して、図１３（Ａ）とは異なる液晶表示装置の画素のレイアウ
トの一例について説明する。
【０１８２】
図１５（Ａ）に示す画素は、走査線８０１と、信号線８０２と、共通電位線８０３と、容
量線８０４と、トランジスタ８０５と、画素電極８０６と、共通電極８０７と、容量素子
８０８と、を有する。また各構成は、第１の導電層８５１、半導体層８５２、第２の導電
層８５３、第３の導電層８５４（透明電極層ともいう）、コンタクトホール８５５、第４
の導電層８５６及び透明絶縁層８５７によって構成される。
【０１８３】
第１の導電層８５１は、ゲート電極、又は走査線８０１として機能する領域を有する。ま
た第１の導電層８５１は、容量素子８０８の一方の電極として機能する領域を有する。半
導体層８５２は、トランジスタ８０５の半導体層として機能する領域を有する。第２の導
電層８５３は、トランジスタのソース又はドレイン、又は信号線８０２として機能する領
域を有する。また第２の導電層８５３は、容量素子８０８の他方の電極として機能する領
域を有する。第３の導電層８５４は、液晶素子の画素電極８０６として機能する領域を有
する。また第３の導電層８５４は、共通電極８０７として機能する領域を有する。コンタ
クトホール８５５は、第２の導電層８５３と第３の導電層８５４とを第４の導電層８５６
を介して接続する機能を有する。また第４の導電層８５６は、共通電位線８０３として機
能する領域を有する。透明絶縁層８５７は、櫛歯状に設けられた画素電極８０６及び共通
電極８０７の下部に重畳して設けられる。
【０１８４】
なお第３の導電層８５４を除去した画素のレイアウトについても図１６に示す。図１６に
示すように第３の導電層８５４の一部に重畳して第１の導電層８５１と第２の導電層８５
３とが重畳し、容量素子８０８を形成しているのがわかる。また透明絶縁層８５７は、画
素電極８０６及び共通電極８０７と重畳する領域から信号線８０２と重畳する領域にかけ
て延在して設けられていることがわかる。
【０１８５】
図１５（Ａ）、図１６の画素のレイアウトでは、画素電極８０６及び共通電極８０７は、
それぞれ櫛歯状に形成し、間隔をあけて嵌合するよう設けている。当該構成とすることで
画素電極８０６と共通電極８０７との間に横電界を発生させ、ブルー相を示す液晶材料な
どを制御することができる。特に図１５（Ａ）、図１６の画素のレイアウトでは、透明絶
縁層８５７により画素電極８０６及び共通電極８０７がかさ上げして設けられることで液
晶素子に横電界を印加しやすくすることができる。また、画素電極８０６及び共通電極８
０７を透明導電層とすることで開口率を向上させることができる。
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【０１８６】
次に図１５（Ｂ）に示す断面図の構成について図１３（Ｂ）と同様に説明する。図１５（
Ｂ）に一例として示すトランジスタ８０５は、逆スタガ型のトランジスタである。ここで
は、図１５（Ｂ）に示す断面図の構成において図１３（Ｂ）とは異なる構成についてのみ
説明する。
【０１８７】
図１５（Ｂ）に示す絶縁層４０７には、図１３（Ｂ）とは異なり、絶縁層４０９を形成す
る前にコンタクトホールが設けられる。当該コンタクトホールには、第４の導電層５０１
による電極が設けられる。なお第４の導電層５０１による電極と同層には、共通電位線が
形成される。次いで第４の導電層５０１上を除いて、絶縁層４０７上には絶縁層４０９が
設けられる。
【０１８８】
なお絶縁層４０９上には、透明絶縁層でなるリブ状の透明構造体５０２が形成される。そ
して透明構造体５０２上及び複数の透明構造体５０２間を櫛歯状にして繋ぐように、第３
の導電層でなる画素電極５０３及び共通電極（図示せず）が形成される。
【０１８９】
なお透明構造体を構成する材料としては、透光性を有する材料であればよく、絶縁体また
は導電性材料であってもよい。具体的には、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、アミン樹脂等
を用いればよい。また透明構造体の形状は、台形状、または釣鐘状（ドーム状、）等、被
覆性の良好な形状とすることが好ましい。
【０１９０】
なお画素電極５０３及び共通電極に用いる導電膜としては、例えば、透光性及び導電性を
有する金属酸化物で形成する。導電性の金属酸化物としては酸化インジウム（Ｉｎ２Ｏ３

）、酸化スズ（ＳｎＯ２）、酸化亜鉛（ＺｎＯ）、酸化インジウム酸化スズ（Ｉｎ２Ｏ３

―ＳｎＯ２、ＩＴＯと略記する）、酸化インジウム酸化亜鉛（Ｉｎ２Ｏ３―ＺｎＯ）また
はこれらの金属酸化物材料に酸化シリコンを含ませたものを用いることができる。
【０１９１】
本実施の形態は他の実施の形態と適宜組み合わせて実施することが可能である。
【０１９２】
（実施の形態７）
本明細書に開示する表示装置は、さまざまな電子機器（遊技機も含む）に適用することが
できる。電子機器としては、例えば、テレビジョン装置（テレビ、またはテレビジョン受
信機ともいう）、コンピュータ用などのモニタ、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ
等のカメラ、デジタルフォトフレーム、携帯電話機（携帯電話、携帯電話装置ともいう）
、携帯型ゲーム機、携帯情報端末、音響再生装置、パチンコ機などの大型ゲーム機などが
挙げられる。上記実施の形態で説明した表示装置を具備する電子機器の例について説明す
る。
【０１９３】
図１７（Ａ）は、電子書籍の一例を示している。図１７（Ａ）に示す電子書籍は、筐体１
７００及び筐体１７０１の２つの筐体で構成されている。筐体１７００及び筐体１７０１
は、蝶番１７０４により一体になっており、開閉動作を行うことができる。このような構
成により、書籍のような動作を行うことが可能となる。
【０１９４】
筐体１７００には表示部１７０２が組み込まれ、筐体１７０１には表示部１７０３が組み
込まれている。表示部１７０２及び表示部１７０３は、続き画面を表示する構成としても
よいし、異なる画面を表示する構成としてもよい。異なる画面を表示する構成とすること
で、例えば右側の表示部（図１７（Ａ）では表示部１７０２）に文章を表示し、左側の表
示部（図１７（Ａ）では表示部１７０３）に画像を表示することができる。
【０１９５】
また、図１７（Ａ）では、筐体１７００に操作部等を備えた例を示している。例えば、筐
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体１７００は、電源入力端子１７０５、操作キー１７０６、スピーカ１７０７等を備えて
いる。操作キー１７０６により、頁を送ることができる。なお、筐体の表示部と同一面に
キーボードやポインティングディバイス等を備える構成としてもよい。また、筐体の裏面
や側面に、外部接続用端子（イヤホン端子、ＵＳＢ端子、及びＵＳＢケーブル等の各種ケ
ーブルと接続可能な端子等）、記録媒体挿入部等を備える構成としてもよい。さらに、図
１７（Ａ）に示す電子書籍は、電子辞書としての機能を持たせた構成としてもよい。
【０１９６】
図１７（Ｂ）は、表示装置を用いたデジタルフォトフレームの一例を示している。例えば
、図１７（Ｂ）に示すデジタルフォトフレームは、筐体１７１１に表示部１７１２が組み
込まれている。表示部１７１２は、各種画像を表示することが可能であり、例えば、デジ
タルカメラ等で撮影した画像データを表示させることで、通常の写真立てと同様に機能さ
せることができる。
【０１９７】
なお、図１７（Ｂ）に示すデジタルフォトフレームは、操作部、外部接続用端子（ＵＳＢ
端子、ＵＳＢケーブル等の各種ケーブルと接続可能な端子等）、記録媒体挿入部等を備え
る構成とする。これらの構成は、表示部と同一面に組み込まれていてもよいが、側面や裏
面に備えるとデザイン性が向上するため好ましい。例えば、デジタルフォトフレームの記
録媒体挿入部に、デジタルカメラで撮影した画像データを記憶したメモリを挿入して画像
データを取り込み、取り込んだ画像データを表示部１７１２に表示させることができる。
【０１９８】
図１７（Ｃ）は、表示装置を用いたテレビジョン装置の一例を示している。図１７（Ｃ）
に示すテレビジョン装置は、筐体１７２１に表示部１７２２が組み込まれている。表示部
１７２２により、映像を表示することが可能である。また、ここでは、スタンド１７２３
により筐体１７２１を支持した構成を示している。表示部１７２２は、上記実施の形態に
示した表示装置を適用することができる。
【０１９９】
図１７（Ｃ）に示すテレビジョン装置の操作は、筐体１７２１が備える操作スイッチや、
別体のリモコン操作機により行うことができる。リモコン操作機が備える操作キーにより
、チャンネルや音量の操作を行うことができ、表示部１７２２に表示される映像を操作す
ることができる。また、リモコン操作機に、当該リモコン操作機から出力する情報を表示
する表示部を設ける構成としてもよい。
【０２００】
図１７（Ｄ）は、表示装置を用いた携帯電話機の一例を示している。図１７（Ｄ）に示す
携帯電話機は、筐体１７３１に組み込まれた表示部１７３２の他、操作ボタン１７３３、
操作ボタン１７３７、外部接続ポート１７３４、スピーカ１７３５、及びマイク１７３６
等を備えている。
【０２０１】
図１７（Ｄ）に示す携帯電話機は、表示部１７３２がタッチパネルになっており、指等の
接触により、表示部１７３２の表示内容を操作することができる。また、電話の発信、或
いはメールの作成等は、表示部１７３２を指等で接触することにより行うことができる。
【０２０２】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【符号の説明】
【０２０３】
１０　　画素部
１１　　走査線駆動回路
１２　　信号線駆動回路
１３　　走査線
１４　　信号線
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１５　　画素
１６　　トランジスタ
１７　　容量素子
１８　　液晶素子
２０　　パルス出力回路
２１　　端子
２２　　端子
２３　　端子
２４　　端子
２５　　端子
２６　　端子
２７　　端子
３１　　トランジスタ
３２　　トランジスタ
３３　　トランジスタ
３４　　トランジスタ
３５　　トランジスタ
３６　　トランジスタ
３７　　トランジスタ
３８　　トランジスタ
３９　　トランジスタ
４０　　バックライトユニット
１０１　　領域
１０２　　領域
１０３　　領域
１２０　　シフトレジスタ
１２１　　トランジスタ
２０１　　ブロック
２０２　　ブロック
２１１　　ブロック
２１２　　画素
２１３　　光源
２１４　　発光ダイオード
２１５　　発光ダイオード
２１６　　発光ダイオード
２４１　　表示部
２４３　　眼鏡
４００　　基板
４０１　　ゲート電極層
４０２　　ゲート絶縁層
４０３　　半導体層
４０４　　ｎ型半導体層
４０７　　絶縁層
４０９　　絶縁層
４１０　　画素電極
５０１　　導電層
５０２　　透明構造体
５０３　　画素電極
８０１　　走査線
８０２　　信号線
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８０３　　共通電位線
８０４　　容量線
８０５　　トランジスタ
８０６　　画素電極
８０７　　共通電極
８０８　　容量素子
８５１　　導電層
８５２　　半導体層
８５３　　導電層
８５４　　導電層
８５５　　コンタクトホール
８５６　　導電層
８５７　　透明絶縁層
９０１　　画像信号処理回路
９０２　　表示パネル
９０３　　バックライトユニット
９０４　　表示制御回路
９０５　　パネル制御回路
９０６　　フォーマット変換回路
９０７　　Ｄ画像信号変換回路
９０８　　メモリ制御回路
９０９　　フレームメモリ
９１０　　画像信号変換メモリ
９１１　　バックライトユニット制御回路
１６０１　　斜辺
１７００　　筐体
１７０１　　筐体
１７０２　　表示部
１７０３　　表示部
１７０４　　蝶番
１７０５　　電源入力端子
１７０６　　操作キー
１７０７　　スピーカ
１７１１　　筐体
１７１２　　表示部
１７２１　　筐体
１７２２　　表示部
１７２３　　スタンド
１７３１　　筐体
１７３２　　表示部
１７３３　　操作ボタン
１７３４　　外部接続ポート
１７３５　　スピーカ
１７３６　　マイク
１７３７　　操作ボタン
２０３Ａ　　ブロック
２０３Ｂ　　ブロック
２０３Ｃ　　ブロック
２４２Ａ　　左目シャッター
２４２Ｂ　　右目シャッター
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２４４Ａ　　左目
２４４Ｂ　　右目
２６００　　素子基板
２６０１　　対向基板
２６０２　　シール材
２６０３　　素子層
２６０４　　液晶層
２６０６　　偏光板
２６０７　　偏光板
２６０８　　配線回路部
２６０９　　フレキシブル配線基板
２６１１　　反射板
２６１２　　回路基板
２６１３　　拡散シート
２９１２　　バックライト駆動制御回路
４００１　　基板
４００２　　画素部
４００３　　信号線駆動回路
４００４　　走査線駆動回路
４００５　　シール材
４００６　　基板
４００８　　液晶層
４０１０　　トランジスタ
４０１１　　トランジスタ
４０１３　　液晶素子
４０１５　　接続端子電極
４０１６　　端子電極
４０１８　　ＦＰＣ
４０１９　　異方性導電膜
４０２０　　絶縁層
４０３０　　画素電極層
４０３１　　共通電極層
４０３４　　遮光層
４０３５　　スペーサ
４０５ａ　　ソース電極層
４０５ｂ　　ドレイン電極層
２９１０Ｂ　　発光ダイオード
２９１０Ｇ　　発光ダイオード
２９１０Ｒ　　発光ダイオード
４００３ａ　　信号線駆動回路
４００３ｂ　　信号線駆動回路
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【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月14日(2016.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームシーケンシャル方式によって立体視表示を行う液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
　前記液晶表示装置は、第１乃至第３の領域を有する表示部と、互いに異なる第１乃至第
３の色要素のいずれか一を点灯する機能を有する光源と、を有し、
　各フレーム期間は、第１乃至第３のサブフレーム期間を有し、
　前記第１乃至第３の領域への画像信号の書き込みは、各領域のいずれか一の走査線を同
時に選択して行い、
　前記光源は、前記第１乃至第３の領域毎に異なる前記色要素を点灯し、且つ前記第１乃
至第３の領域のそれぞれにおいて第１乃至第３のサブフレーム期間毎に異なる前記色要素
を点灯してカラー表示を行い、
　前記第１のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、同じフレーム期間における前記第
２のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる前記第１の色要素の前記光
源に応じた画像信号であり、
　前記第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、同じフレーム期間における前記第
３のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる前記第２の色要素の前記光
源に応じた画像信号であり、
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　前記第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、次のフレーム期間における前記第
１のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる前記第３の色要素の前記光
源に応じた画像信号であり、
　前記表示部を視認するための眼鏡において、前記視認の切り替えは、前記第３のサブフ
レーム期間で書き込んだ画像信号に応じた前記光源を点灯するタイミングで行われ、
　前記第１のサブフレーム期間における画像信号の書き込みは、前のフレーム期間におけ
る前記第３のサブフレーム期間の光源の点灯に続いて行い、
　前記第２のサブフレーム期間における画像信号の書き込みは、同じフレーム期間におけ
る前記第１のサブフレーム期間の光源の点灯に続いて行い、
　前記第３のサブフレーム期間における画像信号の書き込みは、同じフレーム期間におけ
る前記第２のサブフレーム期間の光源の点灯に続いて行うことを特徴とする液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項２】
　フレームシーケンシャル方式によって立体視表示を行う液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
　前記液晶表示装置は、第１乃至第３の領域を有する表示部と、互いに異なる第１乃至第
３の色要素のいずれか一を点灯する機能を有する光源と、を有し、
　各フレーム期間は、第１乃至第３のサブフレーム期間を有し、
　前記第１乃至第３の領域への画像信号の書き込みは、各領域のいずれか一の走査線を同
時に選択して行い、
　前記光源は、前記第１乃至第３の領域毎に異なる前記色要素を点灯し、且つ前記第１乃
至第３の領域のそれぞれにおいて第１乃至第３のサブフレーム期間毎に異なる前記色要素
を点灯してカラー表示を行い、
　前記第１のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、同じフレーム期間における前記第
２のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる前記第１の色要素の前記光
源に応じた画像信号であり、
　前記第２のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、同じフレーム期間における前記第
３のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる前記第２の色要素の前記光
源に応じた画像信号であり、
　前記第３のサブフレーム期間で書き込む画像信号は、次のフレーム期間における前記第
１のサブフレーム期間の画像信号を書き込む直前で点灯させる前記第３の色要素の前記光
源に応じた画像信号であり、
　前記表示部を視認するための眼鏡において、前記視認の切り替えは、前記第３のサブフ
レーム期間で書き込んだ画像信号に応じた前記光源を点灯するタイミングで行われ、
　前記第１乃至第３のサブフレーム期間に書き込まれる前記画像信号に応じて前記光源の
点灯を行う期間は、前記画像信号の書き込みに要する期間より短く、
　前記第１のサブフレーム期間における画像信号の書き込みは、前のフレーム期間におけ
る前記第３のサブフレーム期間の光源の点灯に続いて行い、
　前記第２のサブフレーム期間における画像信号の書き込みは、同じフレーム期間におけ
る前記第１のサブフレーム期間の光源の点灯に続いて行い、
　前記第３のサブフレーム期間における画像信号の書き込みは、同じフレーム期間におけ
る前記第２のサブフレーム期間の光源の点灯に続いて行うことを特徴とする液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記液晶表示装置は、液晶素子を有し、
　前記液晶素子は、ブルー相を示す液晶材料を有することを特徴とする液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一において、
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　前記第１乃至第３の色要素は、赤色、緑色、または青色であることを特徴とする液晶表
示装置の駆動方法。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种驱动液晶显示装置的方法，该方法可以减少连
续帧周期中的串扰。解决方案：在第一个子帧周期中将图像信号写入像
素。然后，恰好在第二子帧周期之前，根据在第一子帧周期中写入的图
像信号点亮光源，并且随后在第二子帧周期中写入图像信号。然后，恰
好在第三子帧周期之前，根据在第二子帧周期中写入的图像信号点亮光
源，并且随后在第三子帧周期中写入图像信号。然后，恰好在下一个第
一个子帧周期之前，根据在第三个子帧周期中写入的图像信号点亮光
源，随后，在第一个子帧周期中写入图像信号。图示：图1
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